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省リスクな「まち再生」

~地域資源を生かした都市・建築・暮うしのデザイン~
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社団法人 日本建築協会

I日本建築協会8 0年史 1917- 1996J  

増刷頒布申頒価 3 ，0 0 0円

1999年7 月に発刊した「日本建築協会80年史 1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いこ要望により、増刷頒布することにいたしました。

大正6 年 3 月30日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4半1j .240頁にまとめています。

とくに、協会草創期の大正 -昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンバーと当時の大阪市長 ・関 ーとの交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

干530- 0001 大阪市北区梅田 1- 1- 3- 2100

TEL 06- 6348- 0635 F，却( 06- 6348- 0634 

頒 価 1部3 ，000円 (税- 送料込み)

※ i首刷部数には限りがございますので、お早めにお申し

込み下さい。
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「日本建築協会80年史j

A4半IJ ' 240頁・並製本

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ f建築と社会J の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会・展覧会 ・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家 ・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc.

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のプロフィール (片岡 安・

設楽貞雄・武田五一 ・池田 賓・波江悌夫 ・竹腰健造・尾崎久助 ・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正一・葛野紅一郎・横漬 勉・

松本属象・宗 兵蔵・園部文雄・日高 幹・野村一郎・古宇田

松室重光・松井貴太郎 ・安井武雄・中津誠一郎 ・坂 静雄 ・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八 ・池田宮彦 ・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤一 ・伊東五郎・竹中鎌一 ・鷲尾健三・松村雄吉 ・

横尾義貫・足立 孝)

. 座談会 「戦中から戦後初期の協会活動」ー尾亀清四郎 ・大林

芳郎・小西 岬・佐野正一 ・横尾義賃 ・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言一

*  

- 執筆ワーキンググループ

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

. 80年史編纂委員会

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介 / + 倉 毅/ 原

見昌志/ 和田I奈由/ 吉田悦二
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「日本建築協会の遺産と功績J ( 坂本勝比古) より 「草創期の人身 J より片岡安の項



今月の』掬t

企画/ 高野直樹

企 画 と 写 真 / 伊 蔵 彰

表紙デザイン/ 恋回衣里

建築と社会図 2∞
1旬削9引1昨 創 刊 第8邸5集/ 通巻985号
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. 似欽; 1' 什「の榊治がJ非1ドミ1常首に美しい

Ｑ溜怠ｾＺ、 ｭ 陀 ｴ として』必』耳現 ｴ されています 。

ヒンジはこの柑嬬Iの特微です。

』絞苦ノ干匁3舗、 通 称 甜銀4品編属

ヒン ジ7 一チ、 j o繍然部は文

11111041明、戦前、日本最大のア

ーチ舗でした。武日 11i ー によ

る怠l庄指将のもと1I l . - 仰15 年 に

JGJ 北しました。

"年を総て、相似形のアーチ形

状である 「新・鋭械j が併殺

されます。事Ii 川の銀舗が、そ

れぞれの魅力を引き立たせ、

心に残る新しい大阪の風景と

なることでしょう 。

慌の tl!i iil' iめは造幣向。 もう寸

ぐ、般の通り級けです。

( 高野u' [ 樹)

c o す官

特 集 .
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[事例]

作品作風

作品の頁一東海ー

gal l ery 

法令 コーナー

設備の頁

i nformati on 

省リスクな「まち再生」

~地域資源を生かした都市・建築・ 暮らしのデザイン~

「まち再生J におけるリスク・マネジメント・三田彰

「まち再生」におけるリスク・マネジメントの手法

都市開発事業におけるリスク ・マネジメン卜・木下悦哉

安心・ 安全のリスク ・マネジメント・吉村英祐

8  

12  

14  

コミュニティ ・ビジネスによる地域再生~市民協動のプロセス~・藤江俊彦 一一 16

多様な主体の参画でL文化再生を・狭間恵三子 18  

省リスクな「まち再生」の実際

長屋再生による都 J 心再生

~空匂堀で新旧の共生を~・六波羅雅一

~脅堀からブリッジを架ける~・松宮謙一

環境効果による町おこし・海東英和

文楽による村おとし・兼瀬哲治 24 

「ひがしまち街角広場J Iこよるニュータウン再生・宮本京子 2 5  

京都中信十条ピル 2  

特別養護老人ホーム高坂苑増築 4  

都心への回帰. 飯塚拓生 6  

兵庫県へ リテージマネージャー制度の概要・沢田伸 26 

分煙~新千歳空港ホールディングノレーム 内喫煙施設~・大浦博 27 

東山魁夷展ー ひとすじの道一 . 1三つの貌一 狭山池を守った家- J. 難波田 28 

史男展 . 1心 の 書 慈 雲 尊者j 開催 .エンプティ・ガーデン展 11 .阪急歴史街道

フィールドセミナー.京都C DLの春季リーグ開催.公共建築設計コンクールの

結果.第5 回 「人間サイズのまちづく り賞j 受賞者決定 . Ameri can Wo o d  

Desi gn Awar ds  2004 受賞作品と受賞作品展.

会員の動き

新刊紹介

月間の動き

土屋書満さん、文化庁長官表彰を受ける 29 

『建築構造用語事典』発刊

平成16年 2 月分 30 

印 刷 2 0  0  4 年 3 fl 25 日

発 行 2 0  0  4 年 4 月 l 日

発 行 人 社 団 法 人 H 本 建 築 協 会

発 行 所 村 l到 法 人 円 本 建 築 協 会

大阪市北区梅mトl・3.2100

網目 指 06-6348- 0635 

艇 将U 臨 00910- 9- 39975 

印刷所 ｾＱ 柴印刷味式会社
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設 計 ・監 理圃

竹 中 工務 J苫

施 工・

竹 中 工務 j苫

京都中信十条ビル

2信金の事業設波により 円本 i詰大の信金となった京' l r11<1"央信用金 庫

の第二文; I  ｾセ ンターを十条文庖のｾ替とあわせて新築するプロジェ

ク トです。

30" 1三以上に波り当社設計自1Iが表現してきたミニマリズムのファサー

ドデザインを継承しながら、新たな込l ! 築表現を試みています。

卜条通りからセットノ T ックした 1 辺20mの正方形で椛成される北立

而には、 J彫りの深いフ ァサード、プレストレスコンクリートルーパ

ーが施されたキャノピーを配しました。陰影をもっ外観は、京古11と

b、う地域1 "1 をふまえた日本主. I ! 築の持つ端正さを示し、地域文化や社

会ストックに対する建築主の百示、な識に応えています。

南 北9 0 mにもおよぶ壁l飼ボリュームは周辺への配慮から雨1)[11にセッ

トパックするシンプルなス カイ ラインとし、反復する |丹111部とひだ

のある外装タイルで桝Jえしました。

内 部空 1mは、 プ レキ ャス ト床板である FC板や、 」ニ下配光を施した

ライン !! 日明などにより、設備 構造袈紫を建築化した 「討さJ の美ーし

さを表現することで、泣かな空間 を目指しました。

IJ f. Iかれた庖古mを表現しながら、同時に銀行建築が求める安心さ、堅

笑さ、力強さといったものを流れ行く社会の rl' で表現しつづけるこ

とが悠築によるプランドの創出 ・U首立につながるのではと考えます。

( 初 回 学 永 井 務 /竹中工 務l苫)
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外 観 西 面 デ ィ テ ィ ー ル

所 在 地 愛 知 県 名 古 屋 市 天 白 区高板 町

敷 地 面 積 3，300.99ni

建 築 面 積 604.00凶

延 床 面 積 2，642.60凶

構造規模 R C一 部S 造、 5F、61

工 期 2002年 9 月- 2003年 7 月
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特別養護老人ホーム高坂苑増築

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 飛 鳥 建 設

15年前に主l ! 設された特別養護老人ホームの増築である 。既 設の IJ! I而の外壁の雰

聞気を活かしながら施設の彦氏として特別養護老人ホームという用途を感じさせ

ない、凶 日対策を兼ね た機能性と個室から風j:t を楽しく 眺 められるデザインを

施 した。立ち寄りたくなる雰囲気を持つ迎物として地域住民が自由に出入りで

きる場 (B 1 階喫茶) を提供し、自然にさまざまな交流が生ま れ ることを狙 っ

ている 。 また、入居者が家( 個室) から外出する感党で利用できる空間 を目 指

し、 11'.¥1いある場として、表情 のあるさ笠間 と生活している人々の心 を癒すしつら

えを施 し、生活が楽 しく、乙の場所が好きになってもらえる建物となるよう工

夫した 。 既設の曲面壁と 増 築の 幽商 壁の 聞 のせせらぎでは、ホタルの ｬｾ 舶 を試

みている 。 ( 篠原f圭則 、本総 誠/ 安井正l! 築設計事務所)
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都心への回帰

飯塚拓生

都心の商業地方、ら住宅地へと移り変わる変幽

点のような場所に建つオフィスをもっ狭小住

宅の計画である。この建物を計画する上で検

討した点は以下の 2 点である。

狭小敷地でのオフィスと駐車場の両立

駐車場を確保しながら オフィス間口 を最大限

確保する為に、駐車場側の墜を 1階において

2 m内側に曲げるというシンプルな形態を選

択した。この曲げられた壁画は 、街の交差点

からのアイキャッチとして、また住居のアプ

ローチとして機能すると同時に、 R C造建築

から イメー ジさ れる重厚な表情から脱却し、

軽くやわらかいイメ ージの建物となっている。

都市居住における駒巴と通風の確保

隣家が敷地境界線間際まで迫っている都市住

居においては 、壁画からの採光が難しく 、 ト

ップライトから採光を採らざる得なくなるため、

最上階の環境が最も良くなる。この計画にお

いても問機の条件から、最上階に住居のパブ

リックスペース ( L ・D. K) を配置した。

最上階は、天井高さを3. 7m とり. ト ップライト

からは 1 日を通して採光が得られる。また 、

2層の吹抜けと高い天井高を利用して 、 ドラ

フト効果による通風が得られる快適な居住空

間とな っている。

以上のようにこの建物は、都心の狭小住宅の

多くが抱える問題についてひとつの解答が

けたのではないかと思っている。今後都心lこ

多くの住宅が建設され、そこに人が住み着く

ことによ ってさらに街が活気づくことを期待

している。

飯主事拓生

1965 東京都生まれ

1989 東京都立大学卒業

1991 東京都立大学大学院修了

1991 清水建設設計本部入社

2∞1  飯嫁拓生アトリヱ設立

企 画 編 集 林 孝司 (作品作風小委員会)



イギリス

チェスターの町

写真拠(J V鈴木克彦

省リスクな「まち再生J

~地域資源を生かした都市建築・暮うしのデザイン~

膨大な事業費と資源? 良質' を前提とした従来の重厚長大型、全面 スクラップ型の事

業は多大なリスクをもたらし、 地球環境保全の立場からも許されない時代となっ

た。 これからの時代は、様々な人々の多様な参加 と持続可能性 (Sustai nabili ty)  

を優先させることにより、長い間に蓄積されてきたソフ トからハードまでの身近

な地域ストックを保全 ・活用しながら、まち再生を図っていくことが求められて

いる。

そこで、環境的、経済的 、社会的 な様々な リスクを最小 限にする発想に着 目し 、

事業リスクを効率的にマネジメン トした省 リスクな「まち再生」という視点から 、

現代 において課題となっている古11市再生、建築設計や維持管理、安全技術等に関

して様々な話題を取り上げ、リスクの少ない持続可能な社会梢築に向けてのある

べき方向性を見出す特集としたい。 計両分科会・鈴木克彦

総論

「まち再生」におけるリスク ・マネジメン卜 / 三田 彬

各論・ 「ま ち再生J におけるリスクマネジメントの手法

都市開発事業におけるリスク・マネジメント / 木下似哉

安心 - 安全のリスク・マネジメン卜/ 吉村英字fi

コミュニティ ・ビジネスによる 地域再生一市民協動のプロセスー/ 藤江俊彦

多様な主体の参画で文化再生を/ 狭間!恵三子

事例・省リスクな 「まち再生」の実際

長屋再生による青11心再生~空;繍で新旧の共生を- / 六波続雅一

長屋再生による古11心再生一空調からブリッジを架けるー/ 松宮謙一

環境効果による IIf J おとし/ 海東英和

文楽による村おとし/ 兼瀬哲治

「ひがしまち街角広場J によるニュータウン再生/ 宮本京子

本特集編集幹事

鈴木克彦/ 田中直人/ 辻武司/ 紅谷昇平/ 調1I f : 日浩史/ 松岡奈緒子/ 三宅次郎/ 森康郎/ 吉村3 I i i 祐



袋詰

• 
「まち再生J におけるリスク・マネジメント

三田

20年ほど前の話になるが、カリフォルニア大学サンディエゴ校に

留学していたときに、何度か病院にお位話になった。そのときに、

診察した結果についての開示の仕方と患者に判断を委ねる姿勢に驚

いた記憶がある 。たとえば癌と診断された場合、米国ではその当時

から忠者に直接告知するのが当たり前で、そのことに疑問を持つ人

たちはいなかった。今で こそ日本でも本人に告知することが普通に

なりつつあるが、リ スクへの対処の仕方に、 日米の人々の考え方の

遣いを見て、考えさせら れた経験がある 。

日本で外来語としてのナイーブという言葉はそれほどネガティブな

印象を含まないが、本来のナイーブ (naive) はうぶで世間知らず、

子供っぽい、 一人前でないなどの意味であり、かなり侮蔑を含んだ意

味で利用される 。 リスク ・マネジメントにおいて、ナイーブさ( 認識

の甘 さ) の典型はたと えば「絶対安全J や「絶対擦れなpJ などと 断

言することである 。 リスクのマネジメン トとは、リ スクを ゼロ にする

ことではない。 リスクがある乙とを承知した上で、 リスクを許容でき

るレベルまで下げ、残ったリスクをへッジすることである 。結果的に

事業の存続や社会の持続を可能とすることを目的としている 。

リスクの定義

リスクの定義は、その使われる状況 ・分野に応じて実にさまざま

である 。たとえば経営学や経済学の分野では、①事故②事故発生の

不確実性③事故発生の可能性④ハザードの結合⑤予想と結果の差異

⑥不測事態⑦偶発事故⑨危機⑨危険状態⑩脅威⑪困苦、がある 1) . 2) 。

研究者によっては、宝くじに当たるような予想外の幸運もリスク

に含めるべき、とする考え方もある 。劣化や老朽化のような予想可

能な事象はリスクとしない考え方、逆にコストにつながるものはす

べてリスクとして考えた方が良いとする考え方もある 。つまり、す

べての人に共通な、リスクを定義し、計測するための尺度がまだ存

在しないことを示している 。まち再生をリスク ・マネジメントとし

ての側面から見た場合には、老朽化などの予想可能な問題も含んだ

方が対処しやすい。発生しうる事象を|幅広くリスクとしてとらえ、

持続可能とするための対処がなされる乙とが重要で、、リスクの定義

に沿うかどうかはその目的にとって二次的である 。

交通事故による年間損害額は 4兆円弱とされている 。これに比べ

れば、実は地震に よる年間被害額はそれほど大きなものではない。

ただ、その被害が特定の時期、特定の場所、特定の人たちに集中す

るととに問題がある 。その地域の持続性に大きな支障のある事象な

のである 。 したがって、リスク ・マネジメン トには リスクの大きさ

だけではなく、その乙とがまちの持続性にど れほどのインパクトが

あるか、の視点が不可欠である 。
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リスクへの対処方法

リスクへの対処方法は大きく分けて、リスクの 「予防 ・軽減」 と

「保有 ・転嫁j がある 。「予防 ・軽減J は何 らかの方策によ って、想

定さ れ るリスクそのものを減じようとする方策である 。 リスクの

「保有 ・転嫁J は、リスクへッジと 呼ばれるもので、残存するリス

クを金銭等に よってまかなおうとするものである( 図 1 ) 。 とれは、

経済的手段に限定すれば、リスクファイナンスとほぼ同義となる 。

損害額の少ないものについては、積立金や貯金などによってそのリ

スクを内部に保有し、損害が大きく発生確率の低いものは、保険な

どによるリスクの転嫁によってへッジするのが一般的な手法である 。

リスクの「予防 ・軽減」による措置には当然 コストがかかる 。 し

たがって、 コス トとのバランスを考慮、した上で残存するリスクが許

容できる ものかどうかの判断が必要となる 。その際に 問題となるの

は、その残存 リスクをどこまで正確に評価i可能であるか、またどの

尺度で見るのか、という点にある 。 リスクを最小にする乙とは望ま

しいが、正確には「リスクを許容範囲内にすること J が本来のリス

ク ・マネジメン卜である 。リスクを低減するのに必要なコストとは、

ほとんどの場合にトレードオフの関係にあるのであるから、最小化

にはそのトレードオフ関係を考慮しなければならない。

リスクを最小化する、とは数学的には最適化問題となる 。ここに

また恋意性がある 。どの事象に重みをつけるか、不確実な程度( 誤

差や分散) をどのように扱うかによって全く異なる結論となりかね

ない。つまり、リスクを合理的にマネジメン卜するには、①何らか

の作用があったときに建物がどのように応答するかを示す 「損傷モ

デルJ ②時間方向の推移を示す 「劣化モデルj ③何を対象として、

どこに重みを置いた最小化をするかを決定づける 「最適化モデル」、

の三つが精度良く設定されなければならない。

リスク・マネジメントのための三つのモデル

リスクの定量化のため、損傷モデル、劣化モデル、最適化モデル

を確立する乙とは重要である 。 しかし兵庫県南部地震の例を挙げる

までもなく、個々の建物について損傷程度を正確に予測できる損傷

モデルの信頼性は低いと 言わざるを得ない。損傷の評価に最も簡単

で良く用いられるものとしてフラジリティカーブがある 。乙れは最

大加速度あるいは最大速度に対して損傷確率を示すものである 。 し

か しほ とんどは、被害のあった地域における建物を対象にした被害

調査に基づいて、損傷確率に適合するように回帰的に設定されたもの

である 。したがって特定地域の建物群に対してのモデルとなっていて、

個別の建物について、補強がなされた場合に具体的にどの程度損傷確



図 1 リスク・マネ ジメン卜の

方法

リスクイ氏j威

リスクへッジ

リスクの予防 ]1発生確率を下げる

リスクの軽減 ]1損失額を低減

リスクの保有 ]1引当金等

リスクの転嫁 ]1保険等

率が下がるのかといった判断に用いるのには適していない。

劣化モデルとなると、さらに心もとない。老朽、疲労、そして腐

食による性能の低下を正路に追う乙とのできる劣化モデルが現H寺点

ではほとんど提案されていない。現存のモデルのほとんどは部材レ

ベルのもので、建物をシステムとしてとらえた劣化モデルとはなっ

ていない。性能向上のための樋々の方策がどの程度効果的なのかを

見極めるには、時々刻々と劣化する状況が、やはり定量的に評価li で

きなければならない。

損傷モデルと劣化モデルが仮に正確に記述できるとした場合はじ

めて、リスクをどこまで低減するか、どんなへッジ子段を採るかの

判断に、リスク最小化のための最適化モ デルを必要とする 。この三

つのモデルが信頼できるレベルで機築されてはじめて合理的なリス

ク ・マ ネジメントが可能となる 。ただし、最後の最適化モデルは、

実は単純なものではな L、。たとえば、居住者が高齢で経済的な余裕

がなく、耐震性が不足することを十分に理解していながら、リスク

低減のための方策を選択しない判断をするととも十分にありうる 。

しかし、その建物が損峻することによって消防活動の障碍になった

り、火事の発生原因になったりする場合には、リスクのl次世は社会

的には許されない ζ ととなろう 。また、経済的な側面 として、金利

も考慮することが必要である 。 したがって、経済情勢の予測もある

程度組み入れなければならない。最適化は、誰にとっての最適化で

あって 、どの物理境界( 個人の建物レベル、街区レベル、 nlldi レベ

ル) についての最適化かによって、結論は大きく左右される 。

それぞれのモデル設定において共通して重要なポイン卜はモデル

の検証である 。これらの検証が現H寺点で困難なのは、抑協した建物

の情報が不足していることにある 。今のままで建物の性能を許制 し

たとしても、その結果の信頼性の確保は困難である 。的確なリスク

の評価li ができなければ、リスク低減は不可能で、ある 。こうしたリス

クをへッジしようとした場合、リスクの予 ｾｈ ｉ｝ 精度が低ければ、 当然

へッジコストが高くなる 。保険制度などがなかなか浸透しない原因

の一つでもある 。損陶モデル、劣化モデル、最適化モデルを実際の

計測情報に基づいて検証し、粕度の高いものへと改善すること、この

ことがリスク・マネ ジメン トにと って最も重要な課題の一つである 。

「まち再生」の視点

平成14年度の国土交通白』によれば、公共投資額のや1
1びがゼロで

あるとすると、 2025年|時点で、維持投資額の割合は32%、更新投資額

の割合が19%で、実に51%が維持管理費用として必要と予想されて

いる 。平成 12年度の建設白占では、同じ 2025年時点のこの数値は

42%と予想されていた。たった 2年の聞に予想額が大幅に噌大して

L、ることに驚く 。実際には、公共投資額を現状の額で維持すること

すら困難で、減少するのが必至であり、公共投資額に占める維持管

理1!.i 用の割合はさらに大きくなることが確実である 。 リスクの 「低

減 ・軽減j にfii Cたな効果のない投資をする余絡は、すでに日本には

ないことを73、l床している 。 リスク izk小には、したがってコストの視

点を 的確に掠り込むことが必要となる 。 また、新しい建物にリス

ク ・マネジメントの考え方を導入するだけでなく、維持・管理l にこ

そ、リスクに基づくコスト最小の手法を適用する必要性が高い。

100年前の日本の都市の街並みを現在のものと比較すると、 全く

遣うととに気づく 。景観のよしあしは別として、梢造物として見た

ときに、その形態は大きく異なるものとなっている 。近代になって

からの大型梢造物は、鉄筋コンクリートや鉄骨で椛築されることが

多いが、こうした桃造物が今のような形態になってからの歴史はき

わめて浅く、その老朽化のフ。ロセスは、十分に他揺されているとは

言えない。実際、コンクリート片の落下等、絶えず予想外の損傷が

報告されている 。つまり、これは、劣化モデルの精度が信頼性に欠

け、劣化にかかわるリスクの算定精度が低いことを意味している 。

コストの祝点を合理的に考えたとき、単に長寿命であることがリ

スクの最小化につながらないことも理解すべきである 。人の一生を

考えればわかるが、無理に生きながらえさせようとしたときの医療

費は莫大であるし、そうした生命維持が、当人や家族の幸せを意味

しないことも ｉ ｾ｝ らか である 。 建物にもリスク最小 化 の視点から見た

ときには適切な l i ' 命があって、目指すべきなのは単に寿命を延ばす

乙とではなく、限られた寿命のなかで「健康寿命」を延ばす乙とで

ある 。

まちが持続されるためには、まちを構成する建物に多様性がなけ

ればならない。多機性は、実は想定外のリスクに対処するための一

種のへッジ手段でもある 。このことは、画一的な仙i値観のもとにま

ちの再生を笑胞しようとすることの危険性を示唆している 。各地の

ニュータウンが住人の老化によって、全く活気のないものになって

いるのも、まちを椛成する住人の画一性がもたらした結果である 。

リスクのすべてを想定して対処することは不可能であり、必ず想

定のできない部分がある 。ただし、想定できないリスクについて何

もしないのではなく、何らかのへッジ手段を準備 しておく必要があ

る。経済的なファイナンスだけでなく、ここに言及した、まちの多

様性も実はヘッジ手段として大変有効に機能する可能性がある 。

リスクヘッジの現状

リスク ・マネジメン卜の側面でのもう一つの例は、地震被害に対

するリスクへッジであろう 。たとえば阪神・ 淡路大混災( 兵庫県南
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部地震) では、損害額が10- 20兆円と見制もられているが、支払わ

れた保険金はたかだか 3千億円強であり、保険によってへッジさ れ

たリスクの比率はせいぜい 2%程度にすぎない。

東京は、ミュンへン再保険によれば、u : t 界でもっとも自然災害リ

スクが集和している都市とされているが、日本の企業が保有する建

物のほとんどは地震保険に加入していない。ところが、外資系が保

有している大型建物のほとんどは地震保険に加入していると言われ

ている 。 ここに、リスクに対するナイーブさが端的に現れている 。

保険金額が高額で、、さらに再保険のキャパ、ンティが世界中からかき

集めても東京のリスクをカバーするには不十分で、あることが関係し

ているにしても、象徴的である 。

ナイーブさは置くとして、キャパシティ不足への対処は、第一義

的には、まずリスクの「低減 ・軽減j をして、次には保険だけでな

いリスクへッジの手段の提供を考える必要がある 。保険に代わるリ

スクへッジ手段の代表としては、デリパティブがある 。

デリパティブの代表的な例としては、最近さまざまな局面で活用

されている天候デリパティブがある 。たとえば東京電力と東京ガス

の聞で天候デリパティブの売買がなされ、収益変動のリスク1 I l
1
1御に

寄与している 。これは夏の平均気温の変動に対して、電力の売り上

げとガスの売り上げに逆の相| 刻があることを利用したものである 。

つまり気禍が高ければ冷房需要の{rlll f のために電力の売り上げが{lj l

び、逆にガスの売り上げは低下する 。気漏が低ければ逆の効果があ

る。そこで、平均気祖に応じて収益の大きな会社がより少ない方に

収菰の一部を回し、収益に対するリスクをへ ッジ するものである 。

これは、過去の信頼できるデータから気掘を確率的に予測可能で、

しかも気温と売り上げとの相関が明確であることによって、リスク

の定量化が可能で、あることから成立するデリパティブである 。デリ

パティブはこのように保険と同じような機能を果たすことができる

だけでなく、引き受け先が資本市場で、あるため、そのキャパシティ

は再保険市場に比べて桁違いに大きい。また、売り手と買い手の二

者がいれば成立する仕組みのため、保険に比べて絡段に自由な設計

が可能である 。デリパティブを地震リスクのへッジに活用可能であ

れば、東京地域に予想される地震リスクのへッジも不可能ではない。

すでに一部では、地震リスクのへッジ手段として、デリパティブ

が活用されている 。代表的なのものが、自然災害の証券化スキーム

として有名なCA T Bond ( =Catastrophe  Bond) である 。1994年に

Hannover  Re社が第一号の証券化を行い、日本では1999年にゴール

ドマン ・サックスがEQE CA:τ祉と組んで、オリエンタルランドを対

象とした地震債 (CAT Bond) を 1億ドル発行している 。 これによ

り、建物に実|捺に被害が及ぶかどうかにかかわらず、地震による来

10 

客数減といった間接被害に対してへッジが可能となった。こうした

仕組みは保険では困難であり、可能であ ったとしても、この額の規

模で引き受ける保険会社はほとんどないのが現状である 。債権の購

入者は、地震によるリスクに相当する分だけ高い利回 りが提供され

るが、ある規模以上の地震が発生するとその元本は保証されない。

この仕組みのポイントは、オリエンタルランドの遊戯施設などの桝

造物の被害を対象として設計されているのではなく、 地震発生によ

る収入源という 間接被害を対象とすることにある 。対象が比l絞的明

快な問機被害であるがゆえに、その損害期待値の算出が高い粕度で

可能となり、デリパティブの設計ができるという 側面もある 。こう

した対処は事業の持続性にとっても重要である 。

このようにリスクの定量化が正確に可能であれば、デリパティブ

を活用することにより、資本市場 を使 った リスクへ ッジが可能とな

る。青11市規模のリスクをへ ッジする手段として、 一考の余地が ある 。

政策としての情報手法の重要性

まちのリスクを低減するためには、個々人の取り組みでは限界が

あり、何らかの政策的な取り組みが必要となる 。政策の主な手法

(i nstrument ) は、 OECDの報告で、) i J l flj lJ 手法、経済子法、 情報子法、

技術手法、自 主手法に分類さ れている 九 わが国では、優良な辿物

への誘導政策としては、建築基準法に代表される規制手法、金融公

hiI の優良住宅に対する阪迎融資や補助金などによる経済手法が主体

であった。 しかしこうした政策のみでは不十分で、あり、たとえば情

報手法により、個々人が直面するリスクを正確に認識させる政策が

必要である 。住宅性能表示品11度はその先駆けで、ある 。この制度がオ

フィスビルなど他の建物へも展開され、さらに表示性能の高さがリ

スク低減効果に直結することが明確になれば、建物の所有者には、

高い性能を保持することに対してのインセンティブが働くことにな

る。こうした情報手法はうまく連川すれば、コストが安く来rr しい技

術開発を誘発する手法として望ましい政策であるとされている 。情報

手法のポイン卜は、開示される制報の客観性と信頼性にある 。インタ

ーネットの普及によって情報流通のコストが劇的に下がったことも、

こうした情報手法を普及させる追い風となっている 。情報手法は環境

而、安全面、社会面において有効な手法として、ますます広がってい

くものと予想される 。この手法は、地誌のような自然災害にかかわる

リスクの制御にも有効である 。人々の自主性を促すfJl lj 面もあるので、

技術手法、自主手法と併用すればさらに効果的であろう 。

まちがいだらけのリスク・マネジメント

まち再生にかかわる事柄でリスク・マネジメントが話題になると



き、ほとんどの場合、巨視的な最小化ではなく、個々の事t附lこ応じ

た微視的な最小化 を行っていることが多いように感じる 。これはつ

まり、評価尺度とリスク・マネジメン卜のアプローチが確立されて

いないことによる面が大きい。多様性の視点からは、それぞれの事

情に応じたリスク最小化 もあながち無駄とは言えない面もある 。 し

かし、結果として考慮、さ れない側面がネガティブな作用をすること

があることを考えると、全く放置するわけにもいかない。また、リ

スク ・マネジメントと言うとき、残念ながらもう 一方の大事な要素

であるリスクへッジの視点がほとんどの場合に欠けている 。これで、

は片手落ちで、まちの持続的発展には不十分である 。

やみくもにリスクを最小とすることが良いわけで、はない。 リスク

の「低減・軽減」は合理的に追求されなければならない。ついつい

主観による判断を建物の場合にはしがちであるが、極力科学的な視

点に立った合理的な判断がなされるべきである 。主観に基づくと、

評価者の身近な事象に対する重みが異常に大きく、経験のない事象、

よくわからない事象に対する重みがほとんどない、結果としていび

つな最小化をはかることになる 。繰り返すが、リスク ・マネジメン

トは、リスクを最小化するのではな く、リスクを許容範囲に抑える

ことが基本的な目的である 。

必要な方策

リスク ・マネジメントの基本方策は、極力想定されるリスクを定

立化することである 。 さらに、リスクへツジ手段を必ずず、I i 'j

ればならない。 リスクを定立化するというのは、劣化も含めた挫物

の幅広い性能を把握することにほぼ同義である 。乙の場合、性能に

は収益性、コンパージョンなどに対応するためのフレキシビリテイ、

周辺のまちとのかかわり、景観との整合性、利用者に好かれる建物

であるかどうか、などあらゆるものを含む。

鉄筋コンクリートや鉄骨桝造物の歴史が浅いのは事実であり、そ

の老朽化に関する知見は圧倒的に不足している 。人の健康診断と同

じく、定期的に健康診断を行い症例を蓄積する乙としか、その対処

方法はない。たとえば来年、兵J i i i 県三木市に完成する世界最大の振

動台実験によ って 、実物の日I!i 成実験を行って、壊れ方を調べる計画

がある 。 しかし実験に要する貨問は莫大で、すべての現象を解明で

きるわけではない。定量化は、個々の建物に対し地道に普段の健康

状態を把握するのがその第一歩である 。建物の健康診断は、安f J mな

センサを用いてネ ッ トワークと融合することによ って 、比較的容易

に自動化することも可能である 。そうした仕組みは桝造ヘルスモニ

タリングシステムと H乎ばれ、今、盛んに研究が進められている 九

リスクの定量化がある程度可能となると、後はその統一的な評価

ｾノ 図 2

サステナブル

構造システム

をするための知的基盤の整備が必要になる 。知的基盤とはリスクを

図るための尺度、建物の症例のデータベース、修繕( 治療) 方法の

データベースなどをさす。評価の!Ii IUが定まれば、コストとのトレー

ドオフを考慮した、最小化プロセスが必要なだけとなる 。

最終的に残存するリスクに対しては、へッジが必要となる 。また、

思いもよらない想定外のリスクに対処するには、建物の昨としての

多様性が確保されていなければならない。一つの価値観に基づく街

並みは美しくはあるが、多械性の而から実は危険な側面を持つ。 リ

スク・マネジメントにはそのな|床で生物から学ぶ対処方法が数多い。

生命機能力¥S リスク・マネジメン卜を学J3i

リスク ・マネジメン卜の基本は、リスクを定量的に把揮し、許容

できるレベル以下に下げたあとで、さらに残ったリスクをへッジす

ることである 。「まち再生J の視点から見たとき、この考え方を維

持・管理にも導入するととが必要である 。 さらに、リスクを計測す

るための共通の尺度、リスクとその対処方法のデータベース等から

桝成される知的基盤を陥立し 、リスクを定量的に評価する l仕組みが

必要である 。

リスクを定iii 化するための柿造ヘルスモニタリングシステムは、

建物に神経系と頭脳を導入することに相当する 。 また、多機性は、

実は生物には当然備わ った機能である 。その意味で、リスクのマネ

ジメン 卜のために、生物の世界で自然に営まれていることがらから

学ぶことが実に多い。われわれの研究室では、そうした持続可能性

を支援する仕組みを組み込んだ構造物を「サステナブル桝造システ

ムJ (図 2 参l:!日)と u干び、生命機能を最大限に活用して、持続可能

な建物とするための研究を行って、リスクに基づくまちの再生に少

しでも役立ちたいと願っている 。
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各論 l

fまち再生j におけるリスク・マネジメン卜の手法

都市開発事業におけるリスク・マネジメント

木下慎哉

者11市の良好な環境整備 を進めるためには、そのツールの一つであ

る都市開発事業( オフィスビル、マンション、商業施設等による都

市的土地利用を実現するための事業) を、環境に配庖、し、都市に暮

らす者の目線で行う乙とが今後一層重要になるであろう 。

しかしながら、都市開発事業をめぐる環境は、近年一層厳しくな

っている 。その大きな要因の一つが、 地価の下落等に伴う事業リス

クの顕在化である 。本和Iで、は、この点に的を絞り、都市開発事業に

おける リスク ・マネジメン トのあり方について論ずることとする 。

都市開発事業におけるリスク

古11市開発事業には、元来多様なリスクが存在する 。主要なリスク

を、事業の段階を追って示すと 表 1のようになる 。

これらのリスクは、消滅させることが困難であるという特徴を有

している 。例 えば、土成汚染や埋蔵文化財 のリスクは可能性 として

表 1 都市開発事業における主要な リスク

事業の段階 主要なリスクの項目 リスクの内符

ｾｾ認可に係るリスク
IIf l発許可、ill 築確認、等の取得不能、

遅延等

近隣リスク

近隣住民による開発milli に対する反

対等による J 作業不能、 ;ni 国変更等

開発司 ｾ￺ｭ

段|併

権限取得の不湖、土岐汚染、埋蔵文

化財、 地縦訓; 下等による事業の不成

t地lこ係るリスク

立、遅延等

また、地(lII i下、おによるキ ャピクル ・

ロス、悶定資産税のWIIJI I等のリスク

もある

完工リスク

ｊｩ ｬＡｩ 設住殺ｾを担当する ｩｬｬ 設業者の経

営恐化、倒産等による完工不能

Ｇ ｉ ｾ ［ 長ＧｬＺＧｩｗｬ加リスク
発注i去の設 J I'変史、建設会社の見積

m史段|腕

もり不備等による事業費のWI1J n

タイム・オーノ f ーラン・

建設会社の州立による納JUI の不願行

リスク

Ａ ｉ ｾ 放災 ｾ ＡｩＭリスク
事故または災: ! f -による 完成不能、 il l

間変更、遅延き; :

，'1' ，，1段|桝 マーケ ット・リスク

計画通りの分設やn貸稼動ができな

いことによる事業探知松戸の恐化

はどの土地 にも存在し得るものであり、あらかじめリスクゼロの土

地 を選定する乙とはできない。 また、マーケッ トの動向の予測が、

不確定援業を抱えたものとならざるを得ないととも当然である 。 し

たがって、リスクは、事業に関与する主体の誰かがヲ |き受けなけれ

ばならない。

リスクシェアの考え方

これまで、 都市開発事業に関する リスクは、主として開発事業者

( ディベロッパー) によって 引 き受けられてきた 。 しかしながら、

近年は不動産市況の低迷、銀行の貸出行動の変化等によって開発事

業者のリスク負担能力が低下しており、開発事業者単独のリスク負

12 温続と社会 ・2004. 4

担では事業化に踏み切れない事例 も出ている 。 また、リスクを より

専門性を有する主体 に管理 させることで、事業の実現性を高める乙

とができることも 指摘されている 。 こうした文脈において 、都市開

発事業におけるリスクシェアの重要性が高ま っているのである 。

上に述べた観点からは、それぞれのリスクを最も適切に管理し得

る主体によるリスク負担が基本とされる乙ととなる 。その際の基本

的な考え方を示せば、次のようになるであろう 。

・開発準備段階の許認可、近隣関係等のリスクについては、専門的

能力 を有する 開発事業者が負担することが基本となる 。

・土地に関するリスクについては、その土地 に関する情報を有する

とともに、その土地 を管理する立場にあった元の土地所 有 者 ( オ リ

ジネーター) が負担することが基本となる 。

・施設の建設等に関するリスクについては、専門的能力を有すると

ともに、建設行為をコン トロールできる立場にある建設会社 が分担

表 2 都市開発事業におけるリスクシェアの考え方

3段附E  

主ｾなリスク
リスク負担者と

の項目

して考えられる リスクシェアの考え方

主体

- 専門的な判断が可能な 1)日発事業者

が負担せざるを得ない

ｾＧｦ認可に係る
• IJfl 発型証券化、ノン・リコース ・

リスク IJ 日発事業者

ロー ン等の活用により、 IJ 日発事業

及び共同事業者

者と価値飢を共有できる事業者( 損

近隣リスク

害保険会社、金融機関、開発事業

に|刻しノウ ・ハウを有する建設会

霊議開前

社等) が 'Ij : 業の早JU] の段階から |刻

与し、事実上分但することは可能

Ｇ ｬｊ ｦｬ ｾＧｉ ｪＺ Ｚ 業に Ｑ［ 医科を与え得る耳 ｾｉｪ 花に

ついては、元のよ地所有者( オリ

ジネータ ー) がリスクを負但する

( 土地の諜波に当た って、服統担保

土地に係る 元の土地所有者 条項を活日] )

リスク (オリ ジネーター) • Ｇ ｉ ｩｾ 川 ｦ ＯＮｬ Ｇ Ａ由等の手法では、土 地 に

| 刻するリスク( 地価下落、岡定資

産税の市! 被i等のリスクを含む) を

上地所有者の下にとどめておくこ

とが可能

信用 )J の高い本業者をパ ックアッ

完T リスク 建設会社

プ事業おとした完工保証、信用力

の ｾｊｊ ｾ、 Ｇ ｉｩ 業者との ジ ョイント ・ ベ

ンチャ ー簿により対応可能

段建設階

τ Ｑ ｾ Ａ ｜ｕ ，ＨＮｦｉｙ ｬ ｬｊ ｬｬ＠
施工業者との契約に 「施工業者側11 1

リスク

炉 l枇

遅延は全額胞工業者負担とする j

タイム ・

主ｾ設 会 社 旨を明記する等により、対応可能。

オーノ t ーラン ・

事業'L'/Jt;刊11による破綻を防止する

リスク

観点から、事業者には一定のキャ

ッシュ ・リザープも必要

事故・災1; .

保険会社

品izT3保|換を (，1保することで、対応

リスク 可能

.  1Jf. 1発事業者が、マーケットの予測

に基づき負但( 開発事業者の専門

出
11: の発陣)

CI マーケット 開発事業者、 - 証券化手法を活用することで、投

段階
リスク 投資家等 資家にリスク負担を求めることも

可能

- 土地所有者との共同事業方式の場

合には、土地所有者もリスクを分担



し得る 。

・マーケ ッ トに関するリスクについては、事業者の専. 門性が発揮さ

れる分野であり、事業者による負担が合理的である 。ただし、事業

の収括性に関する情報開示等により、 一定のリターンと引き換えに

投資家に分担させることも考えられる 。また、共同事業方式の場合、

元の土地所有者がリスク ・リ ターンの一部を 引き受けることとなる 。

表 2 は、こうした基本的な考え方に基づいて、都市開発事業にお

けるリスクシェアの具体例を示してみたものである 。

リスクシェアの手法

リスクシェアを行うためには、 一定の仕組みを工夫する必要があ

る。

現在ある仕組みの 中では、いわゆる開発型証券化の手法が最も洗

練され、徹底したものとなっている 。 これは、 s p  v  ( 資産の「箱J

としてのペーパーカンパニー) を設立し 、未だ稼動物件が存在しな

い段階で、将来建設される物件の稼動収益や売却代金を返済原資と

して証券を発行する手法である 。この手法では、開発準備段階か ら

投資資金を募ることができるため、リスクの分散を図りつつ事業を

立ち上げることが可能となる 。

リスクシェアを行うに当た っては、リスクを事業全体で捉えるだ

けでなく、リスクを刻11分化 し、そのそれぞれをできる限り定量的に

評価する必要がある 。それがなけ れば、開発事業者以外の主体がリ

スクを 引き受ける乙とができないからである 。そして、リスクに見

合 ったリターンを提供することで、リスクを 引 き受ける者を募るこ

とになる 。

ただし、都市開発事業には、リスクの定量化が難しいという大き

な問題がある 。特に、 開発初期段階の リスクについてはその困鰍の

度合いが大きく、 開発型証券化の事例でも、 開発事業者と 仙1;値観を

共有できる特定の事業者( 損害保険会社等) が実質的な共同事業者

として参画するほかは、主として 出口段階のリスクを機関投資家が

引き受けるにとどまることが多い。また、 開発型証券化に は、 仕組

みが ［ 惚 ｾ ｜｛ ｴ でありハンドリングに 一 定の 体制を要する こと、投資家へ

の説明の必要上収益の予1fl!) が比l佼的容易な物件 ( 分譲マンション等)

に限定されること、コーポレート ・フ ァイナンスと 比較してコス ト

がかかる場合があること等の諜題もある 。 リスクの分担を求めるに

当たって、投資家等への徹底した情報開示が求めら れることは言 う

までもない。

なお、 以上 とはやや視点を異にするが、開発型証券化は、地域の

生活の質の向上に資する事業について、 地方公共団体、 地域住民等

が事業のリスクを一部引 き受けつつ、事業に参画す るという「参加

のツール」 としての可能性も持 っていると考えられる 。この点につ

いては、 今後の課題である 。

もちろん、リスクシェアは、開発型証券化のような 「モダンな」

手法でなければできないわけではない。例えば次のように、 一般的

な手法をうまく活用する こともできる 。

・事業用借地;権を活用し、土地所有者は土地に関するリスクのみを

負担する 一方、事業者はマーケ ッ ト・リスクを負担する( 土地所有

者と事業者との聞のリスクシェア) 。

・定期借家契約を活用し 、特約で賃料桶減額請求権を排除 し一定の

m約禁止期間を設定するととで、賃料収入の安定化 を図る( 事業者

とテナントとの聞のリスクシ ェア) 。

*  

注) 定期借家契約による 解約禁止特約については、テナントの側か

らの解約に対し過酷なぺナルティを定めることは不適切と考え

られること、テナントが契約に拘束される期間等に応じて賃料

の引き下げが求められる場合があり得ること等に留意が必要で、

ある 。

社会と時代の要請を見通したリスク・マネジメン卜

ここまで、都市開発事業におけるリスクシェアを中心に述べてき

た。 しかしリスク ・マネジメントの根本は、事業のリスクをあいま

いにしたまま過大な投資を行うことをやめ、その事業のリスクを洗

i  ¥ I出し、評価 した上で投資判断を行うという思考方法を徹底するこ

とである 。 リスクシェアはその次に来る諜題であり、詰めが甘い、

あるいはマーケ ッ トの状カ1と議離した事業が、リスクシェアによ っ

て事業として成立するようになるわけで、はない。また、古)1市開発事

業は本来リスクを 引き 受けることで収揺を得ていくものであり、事

業のリスクを適 切に評価し た上で開発事業者がその 中核部分を 引き

受け、事業を推進するという対応も、当然にあっていいものである 。

最後に、われわれは、「リスクというものが分かっていな L リ と

いう 「 桐 ｉｬ ｾｊ に弱いものである 。 しかし、より大きな視野で見れば、

リスクは事業と社会や自然との接点で発生するものであって、最良

のリスク ・マ ネジメントとは、「専門家」が得意顔で説く「危機管

理の技術」や守りの管理術などではなく、社会と時代の要請を見通

した創造的な仕事を行うことである 。そのことは、いつの時代でも

変わらないはずで、ある 。

( きの した しんや 財団法人土地総合研究所研究部次長)
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各論 2

fまち再生j におけるリスクマネジメン卜の手法

安心・安全のリスク・マネジメント

吉村英祐

増大する社会リスクとリスク・マネジメン卜

われわれの身のまわりには災害、事故、犯罪、テロ、健康、伝染

病、地球環境、金融、投資、情報管理など、さまざまな分野のリス

クが存在している 。乙れらのリスクは、古11市の高層・高密化と機能

集積、高度情報社会化、国際化、高齢社会化等により増大の一途を

たどり、それに伴いリスク・マネジメン卜に対する社会の理解も深

まってきている 。

リスク ・マネジメントの目的は、 (1)リスクの発生・リスクとの遭

遇を避ける (2) リスク発生 ・リスク遭遇時の被害を少なくする (3) リス

ク発生・リスク遭遇によって生じる損失を補償ーするーの三つがあ

りは川、これらの達成度合いが社会の安全・安心を左右する 。

つくられる安全神話

「安全j と「安心」はしばしば一対の言葉として使われるが、両

者には明確な遣いがある 。工学の分野では、 「安全」は確率で表さ

れる概念であり、リスクを受け入れる人間側との兼ね合いで議論さ

れる 。一方、「安心J は生活実感に基づく安全性の心理的評価とで

もいうべきものであり、工学的な 「安全J が必ずしも心理的な 「安

心J につながらないことは、飛行機事故による死亡確率が自動車事

故の場合と 比べてはるかに低いにもかかわらず、「飛行機は落ちる

から絶対に乗らなしリ人が結納いることを例にあげれば、理解しや

すいであろう 。逆に、「安全J でない現象や事実を「安心J と思い

こむことが、安全神話を生む乙とになる 。

(1)歩道橋の安全神話

今から 30年余り前、増加する 交通事故から歩行者を守る切り札と

して、歩道橋が大量に建設された| 時期があ った。 しかし、大阪府蹴

が1978年に発生した道路横断中の事故を統計的に分析したところ、

l カ所あたりの事故発生率は歩道橋付近の0.092件に対し検断歩道

は0.042件で、歩道橋のほうが 2 倍以上危険であるという意外な結

果にな った は九 ドライパーにすれば 「歩道統の下をまさか人が通

るとは思わな pJ のに、実際は歩道橋を波らずに下の道を横断する

人が後を絶たなか ったことが、事故の多発につながった。

その後は歩道橋の下に横断歩道が復活するとともに、歩道橋が相

次いで撤去され、 一部を除いて歩道橋はその役割を終えている 。

(2)コンコルドの安全神話

2000年 7 月25 日、フランスのシャルル・ドゴール空港で離陸態勢

に入った超音速機 コンコルドが墜落した。1976年に商業運行が始ま

って以来初の死亡事故であ ったが、この l 回の事故でコンコルドの

安全性は、業界最高のレベルから 一挙に最低のレ ベルに低下した。
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その理由は、コンコルドは就航以来、事故発生までにわずか約 8

万サイクルしか飛んでいなかったことにある 。航空機の安全性は

100万サイクル( 離着陸回数 l 回が l サイクル) あたりの 「機体に

損傷の及ぶ事故j の数で評価されるが、 8万サイクルは、 最も飛行

回数の多いボーイング737なら 1週間で達成する回数である は3) 。

コンコルドは飛行回数が少ないため、初事故までに25年が経過した

ことが、コンコルドの安全神話を生んだといえよう 。

効率や絃膏性の働 tによるリスクの拡大

コスト ダウンを優先して生産拠点や資源や材料の調達先を l カ所

に集中させることは、リスク・マネジメントの点、からは非常に問題

がある 。

1996年夏に、大阪府堺市の小学校で病原性大腸菌0 157による集

団食中識が発生したが、食材を安く仕入れるために一栢大i111114入し 、

しかも給食をセンター で集 中調理していたために被害が拡大 した 。

2004年に、米国産牛肉への原料依存度がほぼ100%、かつ lii ー メニ

ューの売り上げが90%以上であ ったある大手外食産業チェーンが、

BSE ( 牛海綿状脳症) による米国産牛肉の輸入禁止措世で、大打撃を

受けたことは記憶に新しい。

国家レベ ルでは、日本の原油輸入の中東依存度が2003年度に

87. 1%に達 したが、 1973年の石川|危機当H寺は73%であり、現在のほ

うがはるかにリスクが大きくな っていることが大きな |問題である 。

また、コストダウンのために巾国に工場生産の拠点を移す企業が培f

えているが、 SARS ( 新型肺炎、重傷急性呼吸器症候昨) の流行の

ような事態が発生すると、たちまち中国一極集中のリスクが顕在化

する 。SARS関連では、 2003年に香港の「アモイガーデン J という

高層集合住宅群の l 棟でSARSが発生したため 、その i僚の住民全員

が強制隔離されたというニ ュースが流れたが、超高層住宅の新たな

リスクとしてとらえる べきであろう 。

超高層住宅の

リスクは 、ど

こま で確認さ

れているのだ

ろう か



2004年 2 月には、京都府丹汲nU] の採卵養鶏; 場で鳥イン フルエンザ

が発生し、鶏が短期間に大量死したが、通報の遅れとともに、 l カ

所で20万羽 もの大量の鶏を飼っていたことが、被害の拡大につなが

った。

高度1情報社会化によるリスクの拡大

高度情報社会においては、コンピュータのシステムダウンによる

被害の連鎖的拡大のリスクが大きな問題となる 。

1984年11月16日、東京都世田谷区の世田谷電報電話局前の通信ケ

ーブル専用地下溝から 出火し、 世田谷 ・目 黒両区で110番、 119番を

含む電話回線が不通になり、住民を不安におとしいれた。また、 世

田谷区内に全国オンライン集 中事務センターを置く 三菱銀行や、大

和銀行の東 日本地域の支屈を結ぶオンラインシステムがマ ヒした

が、それ以外の銀行のオンラインには影響がなかった 。 しかし、

2004年 1 月26 日に、全金融機関のオンライン網を接続した統合

A T M ( 現金自動支払機) のシステムに障害が発生したときは、全

国のA T Mにトラブルが波及した。統合による利便性とひきかえに、

いったん障害が発生すれば全国に被害が及ぶリスクを抱えることが

図らずも露呈し、システムの安定稼働という金融機関の生命線は大

きく揺らぐ結果になった。

1998年10月28日には、大阪市内の N T T 中継装置を保守点検して

いた作業員がヒューズ l 本を誤って外したため、京阪神の広範囲に

わたって 110番 ・119番通報や一部銀行のA T Mが使用不能になった 。

また、東京航空交通管制部と関西の空港を結ぶコンビュータ ・シス

テムも停止 し、全国32空港で250使の航空機の発着が遅れたほか、

飛行中の航空機との通信が不可能になり、レーダーで監視するのみ

の危険な状態が発生した。

リスク回避の方法

上記のリスクを回避するための方法を、以下に示す。

(1)ハ ックアップ機能を備える

拠点を分散し相互にパ ック アップすることで、リスクを軽減する 。

阪神 ・淡路大震災で被災した神戸新聞社は、以前から京都新聞社と

災害時の印刷協力協定を結んでいたため、地震当日も途切れずに夕

刊 を発行する乙とができた。 日本銀行は1996年に大阪支庖にパック

アップ機能を持たせ、 ] R東海と ] R西日本は、阪神・淡路大震災の経

験から新幹線第二総合運転司令所を新大阪駅に設置した。その他の

大手企業でも、中枢機能のノ f ックアップ機能を設置 ・強化するとこ

ろが増えている 。

(2)経路を多重化する

経路の多重化を図ることも、 リスク軽減に有効である 。東名高速

日本坂 トンネル火災 (1979年) では、 トンネルが全面開通するまで

の 2 カ月 近 くの 閥、1:1:
1
央高速道路が代替機能を果たした。2003年夏

にアメ リカ ・カナダ東部で大停電が発生したのは、バイパスとなる

送電線網の不備が一因ともいわれている 。

(3)分散化を図る

いわゆる「すべての卵 を一つのパスケットで運ぱなし リことであ

り、貴重品や危険物の分散管理により被害 リスクを軽減する 。1996

年のぺル一日本大使館員人質事件は、パーティーに全員が集まった

ところを狙われ、イングランドのサッカーチームは同じ飛行機に乗

っていた主力メンバーを航空機事故で、失った。アメリカの大 リーグ

では、移動H寺に主力選手を 必ず別々の飛行機に乗せており、貴乃花

と若乃花も、現役H寺代は同 じ飛行機に乗せてもらえなかったという 。

(4)分割化を図る

被害の拡大をくい止めるためには、分割化が有効である 。建築基

準法で定められた防火区画や、船舶の浸水や油漏れを防 ぐ水密区画

は、この考え方に基づいている 。

安心・安全のリスク・マネジメン卜に向けての課題

(1) リスク ・マネジメントは効率性、 利便性、採算性と対立するた

め、リスクが不当に、あるいは故意に過小評価 されるおそれがある 。

(2) リスク ・マネジメン 卜のシステムが巨大化 し複雑化するほど、

システムの中身がブラックボックス 化 してしまい、ミスの発見やシ

ステムの復旧が遅れる 。

(3)巨大かつ複雑なシステムに人聞が介在することが弱点となる 。

人間には、慣れや思いこみによるエラー、得手不得手の個人差、マ

ニュアルに違反した安易な方法を「考案J するなどの傾向があるた

め、機械システムとの並列化や何重ものパックアップ態勢が不可欠

である 。

*  

社会の安全 ・安心が求められている今こそ、リスク ・マネジメン

トを正しく埋解し、適切な対策を講じることが重要である 。本稿が

少しでもその参考になれば幸いで、ある 。

参考文献

1 l 1 1 i 川彰: リスク ・マネジメントの概念と実務ーリスクを正しく埋解して適切な対

策を一 、オペレーションズ リサーチ、 vol. 41 nO.2、日本オ ペレーシ ョンズ・リサ

ーチ学会、 1996年 2 丹、 pp. 67- 72

2) ' i j ' ; 議は変わ った 新交通事情f I 創れた歩道精神話」、サンケイ新|日l朝刊、

1979年10月12日

3  ) コンコルドはなせ・墜ちたか、ニューズウィー夕日本版、 2{別 年 8i l 9 日号、

pp.l 6- 21 

( よしむら ひでまさ 大阪大学大学院工学研究科建築工学点攻助教授)
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各論3

Iまち再生j におけるリスク・マネジメン卜の手法

コミュニティ・ビジネスによる地域再生

~市民協働のプロセス~

藤江俊彦

地域再生の主役は誰

2003 ( 平成15) 年、政府は地域再生本部を発足させ、「地域が

ら考え、行動する」ことを国が支援することを決め、本年 2月27日

には地域再生維進プログラムを策定した。これによって従来地方自

治体や民間主体が地域再生への政策的対応をするときの障害であっ

た省庁タテ剖りの裁量行政がある程度緩和され、見直される而もあ

るだろう 。だがすで、に国や自治体が主導権をもって地域再生をする

l時代ではないことに気づくべきである 。披近よく 言われる「地域

体J というのは、果たして地方自治体のことを指すのだろうか。

いま世界はグローパル化、 I T 化の潮流とともに、かつてない激

変則を迎えている 。国民国家を単位として、政治、経済、文化など

の社会システムが形成され活動してきたのが20世紀までの近代( モ

ダン) 社会の秩序で、あった。 しかし20世紀末からの情報テクノロジ

ー革命などで経済が国境を越え、匡|民国家の枠組みが唆昧化して新

たなモデルが生まれた 。それは西| 放を中心とした臥; 州連合であり、

ユーロ経済固の実現である 。他方、国民社会より限定された“ 地域"

が脚光を浴びる 。すでに英国などで進行している民営化の流れとと

もに、行政における地方分権、 J山威主権であり、文化における地域J

文化の保全と再生のエスニカルな動きである 。経済圏や情報圏はよ

り拡大されたボーダーレス化を目指す一方、国民国家より狭い地域

という社会をアイデンティティ 化 しようとする 二律背反の動向をポ

ストモダンＨ ＡＱ 見近代Ｉ化として ｈｾ ｬ えられるであろう 。

「地域再生」はこ うした世界的、歴史的な潮流の中で認識すべき

である 。政府が規制や制度的なかかわりをも って国家的に推進する

というより、地域の市民の聞から育ってきている再生への動きに対

し、よりよい環境を整備し、必要とあれば支援する姿勢が求められ

るのではないか。 あくまで地域の主体は市民であり、自治体行政も

彼らの動きを活発化するパートナーとして機能する役割をもつべき

であろう 。地域のH寺代の主役は市民であり、彼らの自律的な活動に

よる地域再生でなくてはならない。 コミュニティ・ビジネスはこう

した 11寺代的背景から必然的に生まれてきたものである 。

コミュニティ- ビジネスとは

21世紀への転換は、さらに大量生産 ・大量販売のパラダイムから

消賀や生活の原理が優先する時代へのシフトと把えられる 。大企業

による di .ltl ベースの製品、サービスでは、地域の生活におけるキメ

細かいニ ーズに応えられなくな ってきた。だからといって自治体行

政が地域の生活者市民がかかえるすべての問題に対応するのは財政

的にも限界がある 。そこに地域の生活者市民のかかえる個別の問題
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解決に、市民が主体とな った事業体が活動するのである 。すなわち、

地域の課題解決のための地域市民による事業( ビ ジネス) のことを

コミ ュニ ティ ・ビジネスと言うようになった。

20世紀の後半、コミ ュニティ ・ビ ジネスの コンセプ卜はアイルラ

ンドで生まれ、スコットランドで発展したと言われている 。かつて

造船の III J として栄えたグラスゴーが衰退したとき、地域の住民がオ

ーナーとなって市民事業会社を設立し、雇用を生み、関連ビジネス

を育てて活性化させたのである 。 また英国にはもう 一つのコミュニ

ティ・ビジネスのあり方として、ディペロップメン卜・トラストが

ある 。地域開発、まちづくりの組織であり、有限会社を設立し、ま

た協同組合を運営してコミュニティの再生をはかる 。例えば、ロン

ドンのテムズ川を臨むサウスパンク地区は工場地帯で賑わったが、

その後衰退の中でディベロップメント・トラストのCSCBが住宅、

公園整備、地域i商業庖告rlilJ f. 1発によって再生に成功したのである 。

米国ではCDC ( コミュニティ ・ディベロップメン卜・コーポレー

ション) という 地域活性化の市民NPOがある 。地域おこし 、商工業

の振興、雇用開発などの事業を行い、資金は連邦政府からの補助金、

税の優遇、州・自治体からの支援、 NPOからの支援なと、で、賄ってい

る。米国カリフォルニア州サンフランシスコ郊外のシリコンパレー

は、今でこそコンピュータ産業のメッカになったのだが、もともと

はスタンフォード大学の教授が情報技術を活用し、市民事業家と組

んで地域おこしのために始めたのがルーツである 。コミュニティ ・

ビジネスが発展すれば、上場を目指すベンチャー・ビジネスにコン

セプトを転換することもあり得るのである 。

コ ミュニティ ・ビジネスの活動主体は、非営利の市民NP Oであっ

ても任意団体であってもかまわない。あるいは営利組織と言われる

株式会社、有限会社、合資会社の形態でもかまわない。協同組合で

も、公益法人でもよいのである 。つまり組織の形態や営利性を基準

にするのではなく、事業の内容と実態がどれだけ地域に貢献するか

が大切なポイン卜である 。lj比してコミュニティ ・ビジネスの主体は

P O法人と思い込みがち であるが、より 地域に根ざした会社形態の

ものもコミュニティ・ビジネスとして理解すべきであろう 。

ボランティアとの柱| 述点、は、対仙iの有無にある 。ボランティアは

労役等のサービス提供について無償だがコミュニテ ィ ・ビジネスは

適正な対価を伴う 。これによって経費を賄い、事業を継続し、受け

手への財、サービス提供を安定させるのである 。ただし利益を原則

的に再投資にまわし、すべて分配することをしてはいけな い。無償

のボランティアは受け手にとって心の負担になりがちで、かえって

対{illi を支払う方が気楽になり、関係が長続きするものである 。

コミュニティ ・ビジネスは基本的に地域市民によって支えられ、
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に、またいつまでもそれに頼らず自律する姿勢が大切である 。

コミュニティ ・ビジネスの分野は広く 、福祉 ・保健、まちづくり、

文化・ス ポーツ ・芸術芸能、環境( グリーン) 、防犯防災、情報技

術、科学技術、就業支援、観光 ・交流などがある 。活動地域は必ず

しも行政による区域ではなく、生活固としての地域がベースになる 。

地域再生を成功させたコミュニティ ・ビジネス

コ ミュニティ ・ビ ジネスとして地域や街を見事に再生した事例 を

挙げてみよう 。

代表的成功例としては滋賀県長浜市の(掬黒壁がある 。近江長浜は

! 被国H寺代に羽柴秀吉が城下町を開いて以来、江戸H寺代は商業都市と

して栄えた歴史のPI ] として知られる 。110.の中には外壁が黒漆l食で造

られた“ 黒壁" 臼呼ばれる 建造物が明治H寺代の銀行の面影を残して

いる 。だが、 1970年代からの相次ぐ郊外型大型ショ ッピングセンタ

ーの進出によ って街は活気を失い、黒壁の建造物の代表である第百

三十銀行長浜支屈の解体の計画が持ち上が ったとき、 地元の商業関

係者を中心に住民が保存のため集まったのである 。そこで長浜市が

30%、あとは住民が出資して株式会社黒壁を設立。建造物を買いと

ってガ ラス工芸をベースにした事業を展開。収議はflj 並みの整備、

市民大学の開催、世界のガラス職人との交流など地域の活性化に活

用した。そのため来街者数は1989 ( 平成元) 年の 9万8千人 ( 9 カ

月営業) から 1999 ( 平成11) 年には189万8 千人にも伸長したので

ある 。コミュニティ ・ビ ジ不スとしての(掬黒壁の事業は成功した。

商届街の再生では、東京都足立区の東和銀座商，; g 街のコミュニテ

ィ ・ビジネスが有名である 。既存の繭庖1tIが衰退していく 中、東和

銀座商庖街も 空き庖舗が噌i加し、 来街者が減少していた。1990 (平

成 2 ) 年、商庖街の有志が集まり、「商! 苫街は利益のためだけでは

なく 、地域のためにある」を キーワ ードに、地域再生と商庖街の再

興を実現すべく 株式会社アモール 卜ーワ を設立した。同商，; g 街振興

組合組合員41名の商自主が出資し 、収揺を上げたら適度な配当はす

るが、基本的には地域に必要な投資にまわすという市民NPO的な会

社にしたのである 。空き庖舗に学童保育施設、パソコン教室、パン

屋、魚屋などを 開設し、 高齢者の一人暮らしに配食サービスも始め

た。ただ これ らは収益は期待できないので、 利益を上げる事業とし

て学校給食、 地域病院の売底、レストラン、清掃事業などをしてそ

の収益を不採算部門にまわしてい る。パン屋は運営を地域の障害者

団体に委託し、家賃は鮒アモール卜ーワが負担して障害者の就業を

支援している 。地域課題解決のため不採算でも始めた配食サービス

は、やがて大口注文が入るようになり赤字事業ではなくなった。 ま

た病院の売脂、レス トランでの料理の食材はすべて商庖街より 定価

で購入し、東和銀座地域での経済が循環するようになったのである 。

地域循環型経済を実現する

1980年頃から長期にわたり、多様な主体によ って地域を再生した

事例として奈良町がある 。奈良市の旧市街地、平城京につな がる古

都である 。 興福寺 ・ 猿沢 池南 一 部 ・の元 ｾ寺を中心とする地域から現

在はやや拡大している 。奈良市都市景観条例や補助金制度などをテ

コとするまち賑わい構想、も動き 出 したが、本格的には民間の奈良ま

ちづくりセンタ一、そこから生まれた奈良町倶楽部、イベン卜活動

の伴座、その有志によって設立された有限会社伴座地械研究所など

多様なNPOやコミュニティ・ビジネスの主体が積極的に活動し、今

日では奈良 町は多数の観光客が全国から訪れるまちになっている 。

コミュニティの活動主体は、もともとある庚申請や行政の息のかか

った第三セクタ一、それに多くのコミ ュニティ ・ビジネ スやボラン

ティア団体も含め、お互いに協働して賑わいをつくり上げていくも

のである 。奈良町の再生は、まさに多様な主体によるまちづくりシ

ステムである 。 また注目すべきは奈良 町づくりプロセスでの建設、

広告などさまざまなビジネスの発注先は原則的に地域の事業体に絞

り、 地域の経済を循環させるようにしていることである 。

2001 ( 平成13) 年、東京都板稲区は「地域経済活性化協議会」を

設置し、翌年春に報告書を発表した。そのサブタイトルは「個性豊

かで、持続可能な地域循環型経済コミュニティの創造一板橋区にお

けるコミュニティ ・ビ ジネスの活性化について」と題さ れ、コミュ

ニティ - ビジネスを地域再生のエン ジンとして 取り上げたのであ

る。そこには 3つの視点、対等なパートナーシップ、業務委託から

地域 主 体、活動 環境整 備 への総合 的 支援が指 摘 さ れ 、 ｉ Ｚ ｉ ｾ 間 支援組織

( インターミディアリー) の必要性や行政の支援のあり方が指摘さ

れている 。地域のビ ジネスの 中には自 らがコミュニティ ・ビジネス

と自覚しないで営んでいるケースもある 。

地域づくりは地域の謀題解決から始まらなければならない。地域

の主役は市民であり、市民にとって意義ある活動でなければコミュ

ニティ ・ビジネスにはならない。同H寺に地域づくりにもならない。

地域の再生は主役である市民が自ら問題意識をもち、 問題発見し、

解決するための主体的事業化によって実現されるのである 。

参考文献 「コミュニテ ィ ビジネス戦略j 藤江俊彦、第一法規、平成14 (2∞2) 年

( ふじえ としひこ 千柴商科大学政策的報学部教授)
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Iまちj 再生におけるリスクマネジメン卜

多様な主体の参画で文化再生を

狭間恵三子

近年、大阪を中心に劇場の閉鎖が相次ぎ、関西の経済 ・文化の地

盤沈下を象徴する出来事であるかのように報じられた。2002年、若

手・中堅劇団の集結地としてユニークな存在だった「スペース ・ゼ

ロ」が閉鎖され、 2003年には新しい演劇l状況の牽引役を果たしてき

た「扇 1
18-ミュージアムスクエア j が閉館。今年に入って 、東京の人

気劇団の受けJmとしてイベンタ一役を果たしてきた近鉄劇場 ・近鉄

小劇場 も幕を閉じた。閉館の理由は、 11111々 にその事情が微妙に異な

るとはいえ、いずれも経営側 が不況の中で経済効率を優先させた結

果である 。

これらの劇場は、 1980年代に関西の小劇場系劇団が隆盛していく

きっかけ、あるいは東西の劇団の交流拠点、として重要な役割を果た

してきたところだ。これらを失うことは単なる建物の喪失ではなく、

新しい才能を発掘する機会、才能同士が出合いそのネットワークを

広げていく場を断ってしまったことになる 。

それは企業に頼る文化活動の基盤の危うさを露呈したが、もちろ

ん企業のみを責めることで解決のつく問題ではない。文化の担い手

を一点に依ることの危険であり、今や、行政の施策だけに頼るとと

も、企業の社会貢献に委ねることも、ある L、はNPOやボランティア

といった個人の普主主にのみ鎚ることも、持続的な文化芸術活動を保

証することにはならない。 これからのH寺代は文化の担い手の裾野を

広げ、行政、企業、 NPO ・市民など幅広い主体が参画し、パートナ

ーシップを発押していく乙とこそが、文化芸術活動の継続と発展を

支えていくことになるだろう 。

すでに、そういった試み一持続可能な文化芸術活動や新しいビジ

ネスモデルへの挑戦ーは、都市の各現場で始まっている 。

ロングラン公演と出資システム

「アートコンプレックス 1928J  

「アー トコ ンプレックス 1928J は、 1928年に武田五ーの設計によ

り大阪毎 日新聞社京都支局として挫てられたアールデコ調のビル

を、 1999年12月にリニューアルオープンしたものだ。京都市中京灰

三条迎に挫つ地下 l 階、地上 4 階のビルには、劇場、レストラン、

ギャラリー、カフェが入り、コンプレックスアート( 複合的芸術)

を体験できる 。 コンプレックスというコンセプ卜は経営形態にも及

び、アーチスト専用の絡安宿泊施設「アーチスト・イン ・レジデン

ス京都」の運営、舞台芸術に |刻する情報を扱ったフリーペーパーの

発行、当劇場以外での公演プロデユース等も行っている 。舞台に関

する綴々な仕事を組み合わせ、 ｾ ｾｴ 自に運営していくことで、経費 削

減、相乗効果を誘発している 。

劇場では、ロングラン公演とそれを支える出資システムという新
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75年の歴史を持つピルが Iアートコンプレックス 1928J として再生。新

しい小劇場のシステムにチャレンジしている

しい形にチャレンジしている 。 これはニューヨークのブロードウェ

イの「エンジェル ・システム J を参考にしたもので、 個人投資家か

らインターネットなどで募った出資金を公演費用に充て、赤字にな

ればメセナをお願いするが、余れば投資家に配当として支払われる

仕組みだ。投資家には 1 口につき l 枚の招待ー券がつき、先行予約が

取れて、 出演者を交えたパーティへも参加できる 。出資者は単なる

観客という以上に公演への参加意識が芽生え、役者やスタッフは多

くの人からの 出資がいい意味でのプレッシャーになる 。

劇場プロデューサーである小原啓波氏は、「ロングラン公演には、

現在の舞台制作環境が抱える問題を打開する多くの可能性が含まれ

ている j という 。評判を聞いてから公演に行けるため新しい観客の

獲得に繋がり、役者 ・スタッフのスキルの向上や作品の成熟を促す。

演劇lに対する出資制度がj寝付いてくれば、演劇j活動における経済的

自立も可能になっていくだろう 。

公設民営の専門的な芸術拠点

A円 Theat er dB (DANCE  BOX)  

コンテンポラリーダンスを中心とする劇場 Art 百leater clBは、大

阪市が支援する「新世界アーツパーク事業J の一環として、 2002年

10月、大阪市浪速区恵比須束のフェスティパルゲート 31絡にオープ

ンした。

市電の車庫跡地の再開発事業として建設された都市型アミューズ

メン卜パーク「フェスティパルゲート j は、当初はビルの中を縫う

ようにして走るジェッ卜コースターなどが話題をよんだが、テナン

卜が次々に撤退し、商業テナン 卜の入居率が急激にダウンした。そ

こで、大阪市は空き庖舗を生かし、同時代芸術の実験的な活動を支

援するための新しい芸術拠点づくりに取り組むことにした。大阪市

が空き庖舗の家賃をー払って芸術NPOに無償貸与し、運営費や改造賀



はNPOが負担するという公設民営の新しいスタイルである 。コンテ

ンポラリーダンスの IDANCE BOXJ 、映像アートの IRE MOJ 、

現代音楽の [ ビヨンド・イノセンス J のNP0 3 法人が入居した。

Art Theater  clBを運営する D加可CE BOXは、コ ンテンポラリ

ーダンスの総合プロ ジェク 卜として 1996年にスタート 。2002年には

NPO法人化し、代表の大谷煉氏をはじめ現在 4 人の常時スタ ッフと

約20人のボ ランティアスタッフがその活動を支えている 。

ダンス公演のずば抜けた企画力は関西では他の追|姐を許さず、新

人の発掘から名だたるアーチス卜の公演まで、実に多彩な表現に触

れることができる 。 また、公演の企画制作だけでなく、 一般市民向

けのワークショ ップの開催、国際交流事業、さらには地域住民に対

する公演への無料招待や参加l型イベントの開催などを過して、芸術

と地域社会の新しい関係づくりにも取り組んでいる 。

行政と民間の走行し P J { ー トナーシ ップの可能性、さらには芸術を

地域や社会に聞いていくというインキュベーション機能としての役

割も注目される 。

コンテンポラリ ダンスの普及、および社会とダンスの新しい関係づくり

の拠点、となっている fArt Theater dBJ  

アーチストたちと社会との交流の場

CAP  HOUSE  (C. A. P.) 

C. A. P. (The  Conference on Art ancl art Proj ecぬ: 芸術

と計画会議) は、 「芸術i を媒介にあらゆる分野の人が集まり、対話

し、意見交換ができる場をつくるための文化活動を支媛するJ こと

を目的に、関西のアーチストたちが集まって 1994年に結成された 。

「アーチストはただアトリエにいて理解者が現れるのを待 っている

だけでなく、もっとダイレクトに社会や人々に働きかける場が必要

だと思った。そこで、自分たちが求めるものは自分たちの手でつく

ろうと思い活動を開始した J (代表 目杉山知子氏) 。

旧神戸移住センターが、芸術を

軸とした交流の場 f CAP

HOUS EJ として生まれ変わっ

た

1999年には、神戸市との交渉の末に、半年間の期間限定で当時内

きビルになっていた神戸市中央区山本通りの旧神戸移住センターを

借り、アートを ｾｩｬ Ｂ として人々の交流を 促す場 の可能性を探る ｉｃ ａｐ

HOUSE- 190日の芸術的実験J を行った。オープンの企画は、 1100

人大掃除j 。見ず知らずの人たちを募り、物置き 小屋同然の古い ビ

ルを掃除し ぺン キを塗るという作業を手伝ってもらう、しかも有料

( 参加賀1500FLI ) 、という大胆な企画だ。それでも、プロジェク卜の

[設初の第一歩に参加することに魅力を感じたのだろう、「何 だかお

もしろそう 」と 130人もの若者が集まった 。半年の会期中はワーク

ショッフ。やパーティ、レクチャ一、展覧会、バザーなど 、いつも 何

かが開催されていた。

当初J の約束どおり半年|日1の会期を終え、いったんその扉を 閉めた

が、この実験が認められ、その後再びオープンすることとなる 。 シ

ョップやカフェも充実し、夏休みには子どものための 「アート 林間

学校j などの企画も行われた。着実に歩を進めてきた C. A. P. の活

動は、行政との本絡的なパートナーシップに進展し、 2002年 4 月、

C. A. P はNPO法人絡を取得。神戸市から委託を受け、建物の管理、

海外移住者の資本|展示、そして CAP HOUSEの企画 ・提案を行 っ

ている 。

文化再生のムーブメン卜

文化芸術を持続し発展させていくために、自治体、企業、市民、

そして表現者たちが、それぞれの立場でできることは何 なのか。現

場で実際の活動をスタートさせている人たちの声は、百1¥市に文化 を

線付かせ活性化させる原型J)J を感じさせる 。多様な主体による取り

組み、参加する芸術の可能性、新しいサポートのしくみ、既存の資

産を有効に活用し新しい価値を生み出す知恵など、これからの都千11

文化再生のキーワードが詰まっている 。

一つひとつの活動は、まだそれほど大きなものではないかもしれ

ない。 しかし、こうい った活動が彼方此方に生まれ、底辺を広げて

いけば、やがて大きな循環になっていく 。そのムーブメン卜こそが、

文化再生における最大のリスク ・マネ ジメン 卜ではないだろうか。

( はざま えみこ サントリー不易流行研究所諜長)
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事例 l

省リスクな Iまち再生j の実際

長屋再生による都心再生

六波羅雅一/ 松富謙一

• 
空堀で新旧の共生を ・

くからほり倶楽部の活動>

~空堀商届街界隈長屋再生プ口ジ、エク卜~

大阪市中央区の大阪城南側に空堀商庖街がある 。名前の通り大阪

城の外塀付近にあり、上町台地の西斜面に位置する 。ここは都心に

もかかわらず、先の大戦では戦災にも遭わず、戦前の街並みが残っ

ている 。石畳の路地が続き、木製の古い格子や蔵が斜面を巧みに利

用しながら並び、人々の生活とうまくかみ合いながら存在する街で

ある 。

だが、空堀をとりまく幹線道路沿いには高層のマンションが建ち

並び、歴史のある上町台地からの夕日は、すでに眺めることができ

なくなってしまった。路地に面した長屋は、現在の法のもとに新し

く建て替えできないところや、所有者の複雑な問題によって空地に

なったり、放置されたままの状態のものも多い。崩れかかった長屋

は、 ｉｾ 平体を待っているかのようにも見える 。

先の国勢調査の結果、大阪市中央区は調査史上初めて人口が増加

した。 これは空堀商庖街周辺のマンションの増加に伴ったものであ

り、 一方、空掘の長屋には年老いた人々が暮らしている 。周辺の開

発に取り残された住民の多くは、このf; l J を「古い街J r汚い街」と

して意識している 。かたや、街の外側から今の目で見れば、「美し

Lリ「懐かしいJ r安らぐJ r癒される J といった具合に意識される

のである 。

そんな変化の中、乙の魅力的な街を愛するメンバーが集まり、

2001年に 『からほり倶楽部j が設立された。空堀の美しい街並みや

長屋をあらためて意識し、この街の長屋の保存、再生そして、活性

化ならひ寺に新旧の共生を目的にした活動を続けている 。

20 謹察と社会 ・2∞4. 4

かうほり・まちアート

この| 町には、石畳、路地、長屋、坂道といった情緒ある風景が残

っている 。そのさまざまな場所で、何十人ものアーテイス卜がまち

と共にアートするのである 。それが「からほり・まちアート j であ

る。石畳の上に造形物を展示したり、長屋の大きい壁に展示したり

する 。空堀の町並みに興味にある人や、アートを通してまちを見る

人、そしてアートを見てあるいは訪れる人々を見て、 IIIJ の人々が自

分たちの町の良さをあらためて見直してくれれば- 。こんな想いで

「から ほり ・まちアート j は始まった 。 もし、 PIJ の人の意識が変わ

ればどうなるのだろう 。町並みや路地をも自分たちで守るものそし

て創るもの、公共的な要素を含む部分も自分たちのものとして感じ

てもらえれば… 。土地問題に対Ih寺し、古いものを守っていこうとい

う大阪人の自立心、それは人の自然に対する記憶を思い出 させるこ

とになるのかも知れない。

まちの活性化は、自然や文化を守り、人と人とのかかわりの中か

ら生まれてくるのかも知れない。

からほり ・まちアー ト

長屋再生複合ショ ップー惣8 0 -

今回の計画である 2 il汗長屋は「からほり商庖街j の中程から枝葉

に分かれた道に面している 。商庖街からは約30 mといったところだ

ろうか。この長屋は屋線に穴が開き、草が生え 、土壁がボロボロ落

ちるのを合板でふさいでいる状態であった。地主は、建物の役目を

終えたと 判断し、 青空駐車場にする予定であった。

まさに今、解体されようとしていた長屋に偶然 fからほり倶楽部j

が遭遇し、 地主に空堀の街、誇るべき長屋の美しさ 、そして 『から

ほり倶楽部j の活動を伝えることになる 。そして、解体をいったん

中止していただいた。ただただ建物を残せという保存運動は多数見

られるが、そ れでは地主の負担があまりにも重く、街全体としては

行政等に頼るだけのものになりがちである 。そこで 『からほり倶楽

部j は、保存するための運営方法を提案することになる 。

長屋再生の最大の山は、建築費である 。マンション等は壁や天井



長屋再生複合ショッ プー惣5 0ー

前成完

時

V

後成完A

 

のビニルクロスを張り替え

れば見た目は紛閣に仕上が

るが、長屋はそうはいかな

い。古来の工法で、柱の聞

にJ.! が入った壁には竹小舞

をほどこし土壁が塗られて

いる 。何府かの下塗りを経

てしつくい仕上げとなるのである 。現在の日木は、物より労働賃金

の方が高くなり、簡単に作業できる建材が大量生産され、それが石

油化学製品で、あったり する 。大工さんも昔のような技術が必要でな

くなり、カットして取り付けるといった類いの作業を超スピードで

こなして L、く 。現状、長屋の多くもそんな新建材で安易に改装され

ているのである 。連株であるから長屋というのであるが、長手つま

り隣 戸 側 は閉鎖されている 。 住環境に必ｾな採光や通風は表か裏庭

からしか期待できない形をしているのにもかかわらず、浴室のなか

った長屋の庭には浴室や洗面所が明築さ れ、便利にな って L、く 。 し

かしそ乙にともった湿気は木造の船体をむしばんでいる場合が多い。

企画は H干長屋を 5つの小さな防衛I i にし、按合商業施設として利

用しようというものである 。商屈街の人々を引き込むための集合体

の力強さを利用し、庖告mの内装は、! 苫tlli で、あるがゆえ各テナントが

行うのである 。建築費は各テナント内を除く部分となり、外部、共

用部と基本的な設備となる 。また予算は、地主が計画していた解体

自用と先行して決定する 5 ｾ Ａｦ のテナ ン トの保証金が充当されるし く

みとな っている 。これで、 地主にとってはもともと計画していた ;17

空駐車場よりもわずかではあるが、収入が多くなる計画である 。テ

ナント募集はホーム ぺージで告知、あるいは大阪商工会議所等を迎

じて行われ、 Ｑ 週間で Ｑ Ｕｾ￭ 干の入居申込みを 受ける結果となった 。

|坂は、秀吉の頃から江戸時代まで日本の流通の中心であり、 III J

人が III J を造 って きた。自治的III J 政として f惣j があり、実質市政を

行っていた。昔の大 11 & 人の独立心にあやかり f惣j が乙こに誕生す

るのである 。また、 『惣j は次に興る御j量敷被合シ ョップ 『練j の

足掛かりともなり、 ｉ ｉｉ ｊ の活性化に 一 役ｾたしたのではないだろうか 。

( ろくはら まさかず六 ｩ 皮制御砂附 ｾａ ¥ 

からほり倶楽部代表flHＧｉ ｾ 、 t 町内地からまちを考える 会fll! Ｇｉｾｊ＠

• 

Z  

空堀から ブリッジを架ける

< まち再生の橋渡し>

~長屋ストックパンクネットワーク事業~

• 

いきなり手前味噌ではあるが、ここ数年の僕たちの活動によ って、

大変賑わっている III J として空J)A商白街界|裂がれ fや新Ira、雑誌に取り

上げられることが多くな った。空販商J; 5 衡の界隈に遠方からも人がたく

さん集まることになったことでは、大変うれしい現象である 。

者 Ｑ Ｑ 心居住が見直される ｲｬ ｾ Ｑ 、交通や施設の利便性を生かし、また懐

古主義的な風潮も手伝って、空l茄商屈街界隈にある長屋や IIIJ 屋が、

魅力ある建物として見直されつつあり、人気のあるス トック となっ

ている 。また、それらは地域の骨格をつくる建物群として、これか

らのまちづくりに必要不可欠な存在といえる 。

一方、地価下落に伴って空堀商庖街を商固とする範囲に中高層マ

ンションが増え続けている 。 とりわけ、今秋を区切りにしてマンシ

ョンだ けで、 15棟約500区画もの住宅が供給されることになるよう

である 。ファミ リ一向けから単身者向けのワンルームまで4準々であ

るが、子育てや福祉、まちづくりとい った視点のないままで建設さ

れる状況では明るい未来は期待できない。

ここでは僕たちの活動< ブリッジ= 架け橋> を例にとって、 地域

とニューカマーたちとの関係づくりを紹介すると同H寺に、近隣地域

への波及効果をも示唆したい。

長屋ストックパンクネットワーク

ぬ堀商店街界限を中心に、 『からほり倶楽部l で、は先に六波羅氏

が述べたように、長屋ストックパンクネットワーク事業< http:// 

れん

再生複合庖舗「練」
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www. eonet. ne. j p; - karahoricl ub /nsbn/ index. hbnl > というコミュニ

ティ ・ビジネスを行っている 。 これは、空J 1i i 1，の占き IIIJ 並みの魅力や

内き長屋 ・11可屋の活用を積極的に提案し、老朽化して防犯や防災の

面から危険度の高い空き屋のリノベーションを促進して、まちの活

性化に繋げていきたいと考えた活動である 。東西800mにわたる空

明商陪街をはさみ、南北に密集す る形で長屋が残されている 。いわ

ゆる 裏長屋の多いまちである 。多くの路地が張り巡らされていて、

III J の地形をよ く知る僕たちでさえ、いつ行 ってもワクワクして楽し

い場所である 。 しかしその楽しさとは裏腹に、現行法規に適合しな

L、= 建物単体では建て替えることができない長屋の密集地域が抱え

る問題がある 。 現在の老朽化して子を ｉｾ けられない状況は、家主

( 地主) や地域全体にとっては深刻である 。

そう れん

これまで住居のほかに、 ｲ ｾ惣 」 ゃ ｲ ｋｷ ｊ とい っ た再生複合府指ｉ￬へ

のコンパージョンを企画し、飲食・物版庖を rl'心に誘致を行い、こ

の問題への救済策を打 ってきたかいがあ って、 地域から理! f J ? ( ，を何ら

れるようになってきた。III J の魅力に加 えて経済的な条件 も整い、こ

れから事業や商売を始めたいと希望する 30歳代を中心に、空J加の将

来性を見込んで経営の飛躍期にしたいとする事業者からの問い合わ

せが多い。i商業系の情報雑誌に取り上げられている影響を受けて 、

地域以外からの流入層が多いことも特徴のひとつである 。

商業施設へのコンパージョンのほか、この地域が出生地で、ゆかり

の深い、文学 「直木賞j で知られる直木三十五の記念館として、再

生複合文化施設 PiJ jJ への誘致の取り組みも現在行 っている 。

コミュニティと空間

内掘繭! 苫術界限では、僕たちの活動のほかにも、空き家をうま く

コンパージョンをして、様々な活動が行われている 。先述した通り、

地峨外か ら集まった人たちによる活動が大半であるが、彼らの行う

ビジネスを通じて地域との新しい繋がりを見出すことができる 。

①週末にコンサートを開 L 、たり、写真や絵画の展示とい ったアー

トも展開して、若者が集い情報交換をしている IIJT家パ ブ②ハンデ ィ

ーキャ ップのあるお年寄りの買い物やお出かけの支援を行う介助の

会③着物のリサイクル販売や手n文化にまつわるイベントの開催を

し、着物文化の継承を行う着物教室④ 中庭のある長屋を利mして、

和やかな空間づくりをした長屋改修型のデイサービスセンター⑤尚

庖街の食材や産物を使って食事会を行うなど、商庖街の活性や繋が

りを考えたグループの活動。

{ 業自身も企画や設計者としていくつかかかわ っている中で実感す

るのは、これらは地域に線 ざした新しいコミュニティ・ビ ジネス で

あり、わずかな経済活動ではあるが 、地域との結節点とな った地域
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術f辺社会の良いi列であるとい

うこと 。そして空き 家の コン

I "I ー ジョン は、コ ミュ ニテ

イ ・ビジネスを過して今 まで

付き合いのなか ったマン シ ョ

ン住民間の交流、また新しい

流入用と先住地域住民との関

係づくりの、架け橋とな って

いるということ である 。 着物ファッションショー

南北軸への波及効果

東丙の空収商 ｊｾ 街にあ ｴ き、南北には人形 屋 さんが集まる商庖術

「松尾町商J; r，街」が延びている 。j量線瓦が生産される市地であ った

乙とから、瓦屋IIJT とH干ばれるようにな った隣り IIITでつくられた素焼

きの人形で人気を得たのが、人形の IIJ J .  ｈ Ｎ ｾ 屋 ｉ ｉｉｊ のルーツと 開 く 。

人形の118 として大阪では親しまれてきたが、 地元松屋IIJ Tでは「ご

っちゃまち j とも 言 われ人形尾のほか、文房具やおもち ゃ、花火な

ども 1肝を連ねる 。春夏秋冬を問わず、行きかう人々の日を楽しませ

て くれる自己表現が上手な商問術である 。人形屋さんの節句人形を

小心に懐かしのお菓子 を売る駄菓 子屈さんから、花火やクリスマス

ツリーまで子供たちを喜ばせるものでい っぱいだ。少し歩けば、直

木三十五の歌碑とともに、大きなwを御事1

'

木として祭るも
lj
紺あふれ

る坂が、 地 元の人の手で つ ｾに端正に寸Ｚられているところに行き当た

る。そこは、落語でもよ く苛均する熊野路への出発点であり、また

H削幸に通ずるという昔からの交通の要所。ほかに、- * 横椀川に架か

る安堂守橋の水の都にふさわしい風景、浪花名物 押 し舟司のｾ制 ｩ

「たこ竹J をはじめ、職人が! 腕を探るう盗を垣間見ることができる

お屈など、新旧取り交ぜて話題担;のある 11可でもある 。 ファッ シ ョン

になびく心斎橋の風も受け、大人を巻き込んで子どもが楽しめる
11
可

4  

ー ; J rキ ッズア ベニュー 」 をコン

人形の飾りつけでにぎやかな松屋町商底街

セプ 卜に、活性化で きるまち

のお宝が発掘できそうだ。

太| 却さんの昔から大阪には

たくさんの柿がある、ここ ＢＧｩｾ
屋

11可に も空きビルのコンパー

ジョ ンの可能性を手掛かりに

人と人、人とまちとの架け柿

をつく っていきたいと思う 。

( まつとみ けんいち ケース まちづくり 研究所、長尾ストックパンヲネ ットワーク 代表)



事例 Z

省リスクな「まち再生I の実際

環境効果による町おこし

海東英和

大小の開発によって、環境は国内外を問わず深刻な状態になって

きており、里山や田岡を守る仕組みが寸断され、人の暮らしととも

にあった日本の自然環境が、危機的な状況にあるごとを痛感してい

る。人間が 3万人も自殺する社会。BSEや鳥インフルエンザなど奇

妙でH寺代の有り様を象徴する事件が起こっている 。仕合わせはどこ

にどのようにあるのだろうか。

建築を通して人を幸せにし、社会を盟かにしようとする建築界の

皆さまの仕事は、まさに未来を創ること 。部分と全体の関係の中に、

全体で環境をよくする方向になるように、エネルギーの不安が解決

する方向になるように、深くお考えいただきたい。

住む人だけでなく、地域や地球に健康な未来をもたらすトータル

な建築物は可能だろうか。使うエネルギーが環境を悪化させるとし

たら、その建築物は悪である 。核廃棄物を産むエネルギーと、再生

可能で 日本の自然の手入れにもなるエネルギーとを選び取れる社会

をめざしたい。環境保全コスト、資源再生コストを明示することが

必要である 。

IPCCのレポートが信頼できるものな らば、 日本の海岸沿いでは、

今建てている建築物が耐周年数を終えるまでに浸水する可能性があ

る。渦暖化による海面上昇は果たして起こるのかどうか。地震予知l

より確率が高いように思うのは私だけではないだろう 。

効エネルギーの町営住宅

さて、省リスクを切り口に見ると、エネルギーの自給率 5 %から

自給率を高める方向に建築も社会づくりも向かうことが必要だと考

える 。省エネ& 労Jエ ネ &制エ ネとでも言おうか。

滋賀県新旭町はIIIJ 営住宅建築にあたり、地元力で建築でき、 地元

カで維持管理でき、地元の環境によい影響を与え、地震などの災害

のときに一定の役割を果たせるものをという観点で考・えた。結果的

に、木造の住宅団地 を選択し、入札は15株で行 った。新エネルギー

ビジ ョンでの検討結果を尊重し、 二重真空管方式の太陽熱海水器 を

屋根に上げ、全窓ぺアガラスで、 地元の杉材を使 っている 。この取

り組みにより 111] 内の大工さんが、シックハウスはもちろん、環境住

宅の講師となり解

説してくれる 。伝

統的な工法と自然

エネルギ一利用な

ど、今日的な技術

と自然素材の最適

な出合いを模索す

るものである 。

スロータウンを願って

四回が油田であるというと 驚く人が少なくない。ナタネやヒマワ

リの栽培は、植物油の生産。EUではエネルギ一作物というカ テゴ

リーがある 。 日本で使う石川! の全量を賄おうといっているのではな

い。新旭III J の生産調撃による減反は、 800haの水田の約 3 ｾｩｕの ＲＵＰ ｨ ｡ 。

主に麦や大E を作 ってきた。減反の中の15haを菜の花栽培に充てて

いる 。ナタネ油は、石油と迷ってC02の問題や黒煙、 SOxなど環境

に悪影響を与える物質が極めて少ない。植物油を家庭で使い、! 尭食

泊! を回収してメチルエステ j レと精製すると植物性のディーゼル油に

なる 。ディーゼルエンジンはピーナツ泊lで開発されたと習った。現

在、保育園の送迎パスや給食センターの配食車、ゴミ回収のパッカ

ー車などを動かしている 。

イラクに自衛隊を派遣せざる得ないのは、なぜか。エネルギーの

根幹を他国に頼っているからだろう 。 EI本は今や自然エネルギーの

活用後進国であり、自給100%を他国を攻めない証しとする 官IIj 値 観

から見ると、極めて危険な方向に進んで、いる 。

石油の輸入が減ると、お米さえ作れない。新旭IIITの減反田の 3分

の l でナタネを作ると、ちょうど l 年分の農業問燃料が作れる勘定

だ。こうして、菜の花プロジェクトは全国に広がっている 。

何がリスクなのか。大量に消費し廃棄する暮らし。廃棄先を見な

い、考えない倣慢な心が危険だ。浅い環境配慮で、分別やエコ商品

使用に熱心になることは根本的な解決を遠ざける危険性を苧む。

木質バイオマスの熱供給によって、ミニ潟水プールと特別養護老

人ホームを熱料金で運営していくことも準備中である 。舗装や配管

事のコス トがネックとなる 。|恨りある資源、と 中国の近代化を見る

とき、よき未来を建設していく使命をよーく考えたいですね。

環境効果を考えることは、自治や自立を問うことであり、人と自

然の仕合わせな関係を地域なりに織り上げていくことのように想

う。スロータウンもその願いからである 。

( かいとう ひ で か ず 滋t '{ 県新Jl!1I
I1[川rJ是)

雄築と社会 ・2∞4 4 23 
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省リスクな Iまち再生j の実際

文楽による村おこし

兼瀬哲治

文楽がなぜこの地に残ったのかと良く聞かれる 。昔日のディナー

ショーですと答える 。春の祈願、秋の願成の祭りには、舞台だけが

屋根付きの野舞台に芝居をかけて、ご馳走を食べ、お酒を酌み交わ

した。 この奉納のための文楽を、氏子の股家が習い党えたのが始ま

りである 。

清和文楽はオパサンたちの会話の中から

見出された。鎌三という 。なんだろうと耳

を澄ますと芝居の乙とらしい。鎌倉三代記

のことと、尋ねてはじめて分かった。すご

いオパサンたちがいると感心をした。同じ

ζ ろ消手11文楽が熊本県重要無形文化財に指

文楽人形/ 神霊矢口渡のお舟

定された。H百和54年であった。その年に文 人形の重さは 5 キロ。保存会

員のオジサン 、オパサンが楽

楽の里の名称がつけられた。 しみを伴走にして人形を操る

まず看板を立てた 。農産加工が始まると商標を文楽の里とした 。

それは農産加工品から野菜、米などあらゆる j量産物の目印にな った。

次に文楽の里まつりが始まった。清和文楽を観賞した人は文楽弁

当を食べて農産物など特産物を買 って帰路につくのである 。この祭

りが好評で毎年の恒例行事となり回を重ねると、文楽で観光客がH干

べるかも知れないという予感が生まれた。その予感が後日、清和! 文

楽館、清和l物産館となり、清和]文楽邑を形づくるのである 。

村人の村人による文楽の公演

現在、清和文楽館では年間250回ほど、の文楽の公演を行 っている 。

観賞する人は個人や団体で、年間12万人程度である 。

公演をしてくれる保存会員は、農業をしながら公演のときは手を

休めて駆けつける 。幸い60歳以上が多 L功 3 ら、安い賃金でも 喜んで、

きてくれる 。劇場が一座を持 っているようなもので、いろんな面で

融通をつけてくれるのはありがたい。出家のオパサンやオ ジサンが

人形を追い、若い二人の太夫が三味線を弾き、義太夫を語る姿に観

客は感動 したり、驚いたりしている 。外国の観光客も多くなり、日

本らしさが外国の方ヘ強い印象を与えているようである 。閉じよう

清和文楽邑全景

右が清和文楽館。左の建物が清和物産館、地産地消の土産物と郷土料理がある

24 撞築と社会 . 2004.4

に地域特有の文化の大事さを、者11会との対比で再認識をしている 。

昔日のディナーショーでご馳走を入れたのが十人重箱であった 。

持ち寄った重箱を 「中入り 」のとき、聞けるとつい隣の重箱ヘ目が

行 ってしまう 。美味しそうだ。お互いに昧み会が始まる 。切睦琢l塞

の世界がそこにはあった。清和の山野菜料理の|床はお芝居弁当の競

い合いの中に300年の歳月をかけて育まれた。

奉納芝居の再現とした薪文楽の夜、この重箱をおもてなしの器と

して使ったら大好評であった。この重箱はもう使わないからと、蔵

の|判にしまってあったものを、いただいたものである 。

名人を掘りおこす

清和物産館では、このお芝居弁当を中心とする郷土料理と特産物

の版売をしている 。都市文化に阿らないことも大事だと感づいた 。

フランス料理より 、その地方の料理がどれだけ観光客に喜ばれるか

を知 った。

ｊｾ 産加工品は、農家の土蔵にあ っ た漬物から始めた 。 竹の子やゼ

ンマイも干した。水煮にした。味付けにした。|床付けしたものをき

ざんで、混ぜ合わせてレトルトにしたら混ぜご飯の素が出来た。こ

れを 「飯だねj として売り出して、脱水省から表彰も受けた。

栗の渋皮煮、紫蘇の千枚漬け、豆腐の昧憎漬け、紫蘇漬け、大根

の壷漬け、みんな名人がいた。製品化されたもの、今、試作中のも

の、まだまだ可能性が沢山ある 。

村にあ ったものに少し手を加 えて、売りに 出し た。資源活用だと

気づいて、足下の、身の回りのものに目を凝らしたら、すばらしい

ものが沢山あった。それらはたやすく安価に手に入 った。そしてそ

れらを少しずつ試してい った。ソフト先行の村づくりであった。

官需かう民需への移行

清和|文楽邑には13万人ほどの人が訪れ、文楽館と物産館の両施設

で約 2億円ほ どの売上がある 。清和文楽、郷土料理や特産物はお客

様の力で伝承されている 。

今、固からの交付税や補助金が創uくな っている 。 日常の生活の中

でいただける民需を大きくする乙とが村おこしの基本だと思ってい

る。垂直から水平へ官需から民需への移行である 。官需で基盤は整

備しなければならないが、民間の需要を喚起して、それが継続して

いく循環経済を確立することが大事だと考えている 。

観光に限らず福祉、出業、林業も、外貨を獲得するシステムと内

貨を留保するシステムの構築である 。

(かねせ てつじ 熊本県上総城mi 消和村村長)
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省リスクな Iまち再生I の実際

「びがしまち街角広場j によるニュータウン再生

宮本京子

オールドタウン化が進み、その再生が大きな課題となっている千

里ニュータウンで、現在、 地域住民によって自主運営されている

「ひがしまち街角広場J ( 以下「街角広場J) の取り組みを紹介する 。

社会実験から自主運営へ

平成12年、国の「歩いて暮らせる街づくり構想( 千里ニュータウ

ン新千里東IIIJ 地区)J を受け、街角広場は、近隣センターの空き庖

舗を 「生活サービスと交流の拠点j に暫定利用する社会実験( 豊中

市事業) として、平成13年 9 月末にオープンした。

，いて・らぜる鱒づ< ' J 匁a・a賓府畏員舎

運営委員作成によるチラシ 運営委員によるオ ープニング準備

社会実験期間中( 平成14年 3 月末まで) の運営にあたり、地域住

民を主とし、学識経験者や行政関係者等で構成される「運営委員会j

が運営に関する企画や調整を行った。社会実験によって街角広場の

役割や地域に及ぼす効果が見えてきたことをはじめ、存続を望む地

域の声が多かったこと、市からの金銭的な支援を受けなくても家賃

等運営資金の目 処が立ったことから、平成14年 4 月より地域住民組

織によって自主運営されることとなった。

街角広場が地域で果たしている役割

近隣センター内の角地に立地する街角広場は、同じ地域に住むボ

ランテ ィアスタ ッフによ って支えられている 。 日| 曜・祝日を除く平

2 周年記念イベント (街角広場前にて)

日の 1111寺から 16時まで聞いており、 “ お気持ち 料100円" のコーヒ

ー ・紅茶を提供するだけでなく、様々な情報交換が行われる交流の

場となっている 。また、平日の夜や日曜 ・祝日 には P T Aや地域の

団体などの会議場所と して利用されているほか、多様な団体や街角

広場主催によるイベントが行われ、オープン 2年で約 2 万人近く

(  1 日平均約30人から 50人) の利用があった。

①気軽に立ち寄れる地域の交流の場 一定時間開いている街角広

場には気が向いた時に寄れるという気軽さがあることから、散歩や

買い物などの行き帰りや、友人と待ち合わせる高齢者、小さな子ど

もを持つ主婦、下校時の小学生など、様々な地域の人が立ち寄り、

多世代が交流する場となっている 。中には、同じ l時間帯に顔を合わ

せた人と仲良くな った住民や、 新しくこの街に引 っ越 してきた住民

が、街角広場で地域の情報を得て、より早く 地域での暮らしに馴染

めたといったケースも見られた。

①近隣センターの賑わい創出 人が集まる場ができたことによ

り、これまで空き庖舗が目立ち、人通りが少なかった近隣センター

の賑わい創出に貢献している 。近隣センターの商庖主にも、街角広

場によって活気が出たと好意的に受け止めてくれる人が多い。

①防犯・地域福祉への貢献 常に人の目がある街角広場とその周

辺スペースは、共働き核家族の子どもたちの安全な遊び場所となり、

その前の歩行者専用道で違法走行する原付きバイクは減少した。 ま

た、ケガや体調不良を訴える独居老人の駆け込み寺としての役割も

果たしているとともに、夜間の会議や集会等で使用される街角広場

の明かりは、通勤帰りの住民に安心感を与えている 。

④多様な地域活動のネ ッ トワー クの形成 街角広場では、小学生

の作品展示や中学生の音楽 コンサートを開催するなど、地域住民が

地元の小・中学生を身近に感じる機会を提供するとともに、千里ニ

ュータウン内や周辺市町村、あるいは他府県から訪れるまちづくり

団体と情報交流を行うなど、様々なネ ッ トワークを形成している 。

ニュータウンの再生と街角広場

ニュータウンの再生においては、社会環境の変化に柔軟に対応す

る持続性のあるまちを構築することが大切で、あり、そのためには、

建物の更新等のハード整備 だけでなく、コミュ ニティの形成といっ

た地域社会の整備が重要になる 。街角広場は、地域住民によ って運

営 され、地域に溶け込み、自分たちの住む地域を自ら支える“ 地域

力" を育む場となっている 。

参考文献 ｦ ｾ Ｑ 笥Ｚ￭ Ｇｪ Ｚｦｬ国 一 宮本京子 (2002) Iニュータウンの再生における地域住民参

}JJ:j-歩いて暮らせる街づくり椛忽推進事業 「ひがしまち街角広場j の取り

組みを通じて ー」、『都市住宅学会J 39号， pp79- 84 

( みやもと きょうこ ひがしまち街角広場運営委員)
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兵庫県ヘリテージマネージャー制度の概要

沢 田 伸

紛兵庫県建築士会へリテージ特別委員長
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兵庫県ヘリテー ジマネー ジャ ー養成講習会カリキ ュラム(科目・時間数・講師)

総 指 指 滋 I オリエンテ ション Ｏ兵 ｬｩ ｬ ｦ ｙ［ｾ 教育 委員会

修復概念 l下呆J訟直の行政)j'且え方び/保神存戸事業大の学!盟火と f UT-修復

法規 ｾｦｩｬｬｬｽｾ 平

も化II 築財地修再型UH/ .の神臆戸火市教育現委行也rl 会築 ｊＮ ｾ 司 ｍ ｬ［ と文

へリテージ
12  文ｾＮＨ教化育財委保護只法会 慨説。ｾ簡補助事業 Ｏ 兵川 ｉ

マネージャー

のJ;( 礎 知識 兵1・! ( の文化財 兵Ｏｩ ｬ￯ｬｬ［ｾ 内の文化財 Ｏ 神戸大学

l盟史的文/ 録化i制自首行の転川 活111のマネージ

へリテージ メント 政tIJ )'i 丹苛i

"，，:{.、ーヅメン 1
歴史的文化市i町E践を生活プに活かすマネージ

メン 1. / のl ッ 匂

J時

.m造形式名称
伝存統技的術t協II会築物の技法/ 例文化1!Hl! 造物保

J官 生II 築修復の

耐震椛造投;11 文化財也造物と耐鍵補強/ 京郷大学

技法ー工法 伝統建築物の工法
12 迎伝統i上'(1i.会ｬｬｾ 書物の工法について ＯＱ 他兵Ｂ巨県

築 、宮大工等

近現代ill 築物の工 ;1， 近佐現築士代1会II 築等物の工法について/ 附兵咋県

文化財 と防災
文神戸化大財学の f拘J:t. !."¥J を活かした防災計阿/

lf ;!_. .I)"lJ t'f!!fJ 

j経火的卵境の整備
歴史的現境の艶備/ 明石工業高等専門学

(町づくり |瑚 8 校

係) E日境iit 飢 ITI 回線J; V ?I' 戸去術_ [ 科大学

まちっくり活動史
兵 ｨ れ ｉ ｲｾ［ｾｉＯ［ ｊ のま向 ちづくり柄即jの発展経綿

こ からのJj 旬/ 神戸大学

泌ｾｾ 1  

登録文化財調査 淵在＿ｦ ｦ 月ＨＺｊｾ測Ｉ Ｏ 閲兵 ｬｩ ｬ ￪ 県辿築 ｴ 会

ぜ録文化財 報告 8  兵手続庫県き教育調査費の ｬｾ 会i上Jj 紡 ｍｾ のまとめ方 Ｏ

県内事 ｬｴｾｽ の悦祭 物文保化 財 ｻＱ枝保護術 ｊ 協 ｊ ｾｾ 会 I!:"'H刊悦奴/ 帥文化財品II 造

diH咋2

i・iil
指定文化財

現J訪日igt>l
8  ｉｙ 存 Ｈｬ 剥 ｌ 技指 ｾ 定術 ｅ 法文協会 化修財復修法時)現地'脚を文i士化川財し辿て造の物n

i

，保ｩ ｧｾｻ＠

ｾｖＮ ｉ＠
在、の ｈ きな ｉｉｉｔ ， ｉ ｾ み 限町:、11(をw兵前1か，11したまちづくり Ｉ ｊ ｾ 来事 ｦｾ ＱＯ 市

ｙ ， ｾ￭Ｎ￟ 策上会

ちＮｩｈ ｾＳ アート マネージメ
10 館ア学ー芸! l i tマFネー ジメント洞! IIIP!I 例/ XWi

IIITづくり ン|

在、が見つけた
受受川町-jR持が以内説の服史的i 1! 造物を発見、 他

'(f 録文化財 の /'¥に '91 受講背

:t- t  ［ｾｩ 古 1  ｉｾｊｾ ピ ｕ レポート ｊ を持も丙 とに、討i油、研修会の

レュー/ 受

先の阪神・淡路大波災で、私たちは文化財に指定されているもの

とそうでないものとの差 を見せつけられた。全壊し再建不能と思わ

れた 旧居留地15番館 ( 重要文化財 ) が見事。に復元 されたことと、米

指定でありなが ら素 ｬｉ ｾｩ らしい建物が無惨にも瓦 ｬ 擦と化し 一瞬の うち

に姿を消してしまったこと、との差は決定的であった。

翌1996年に発足し た登録文化財制度は、これまで、の文化財指定ili iJ

1夏が学術的な評価に基づき 凍結保存を原則 としていたのに対し、多

i憾な評価jlill J を設定し活用する ことを前提に文化財 の裾野の拡大を目

指すものであ った。しかし、兵庫県においては登録文化財を発見し、

調査し、申訪できる 人材が圧倒的に不足し ていた。兵庫県教育委員

会 と(初兵庫県建築士会は乙うい った人材を育成し地域に|眠る歴史文

化治産の活用推進を図 っていくため、全国に先駆けて へ リテージマ

ネージャー Ilj I j ) 変の創設に踏み切った。

- 登録文化財調査業務( 建築士会として受託)

Ｍ保存再生 ｾ ｊ Ｚ￧ ｗ ｉｊ の 積 み 上げ

- スキルアッフ。のための研修会

(  3) 活用~ネ ッ トワークの活用

- まち づくり 団体、郷土史家、学校等との述抑

. 活用計画の提言

日常的な発見活動については、 講習会において「私が見つけた登

録文化財 」としてノ ルマ が諜せ られたが、 講習会終了後も自発的に

網島統され、各地区は IJ也城の資産台111長」っくりに取り組んでいる 。

登録文化財調査業務については、兵庫県建築士会としてすでに 8

件受託しており、うち l 件は文化財に登録された。へリテージマネ

ージャー が認知されるにしたが って 、官民間わず相談が寄せられる

ようになり、登録数は今後急増し ていくことが予想さ れる。

活用計画iの提言については、数件の物件を対象にして プロジェ ク

トチ ームを立ち上げようとしているとごろである 。

2000年10月、 兵庫県文化財保設審議会は「へリテージマネージャ

ー 制 度の創設 」 を提 言ｾＮ 1。この健言を受けて2002年 l 丹、 県教育委

員会と(初兵庫県鎧築士会が連携して 「兵庫県へリテー ジマネー ジャ

ー養成講習会( 第 l 期) J が開講 された。全講座受講がへリテージ

マネージャー登録の条件であ ったと はいえ、 60時間 (14日|問、 7 カ

月) に及ぶ講習会は9 5 %の出席率 を記録。 さらに全員が講義のテー

フ。起こしを行い、読習会終了後半年をかけて抗議録U を完成させた。

長丁場の講習会 を通じて受講者が等しく感じたことは、孤立と独普

を排しそれぞれの個性を発拘t しつつ述携するこ との重要性であっ

た。多くの講習会が、その場|浪りで終わり、そこで得た知識や情報

が分|析された11白人にしか弘、私さ れてこなかったことを考えれば、こ

の養成講習会は極めて特殊な軌跡、を.Ji' ，'jl 、ていくことになる 。ごく自

然に受講者のネ ッ トワークが形成 されていった。第 2flJ i講習会を終

えた2∞3年 4 月、県下を 6 J山区に分け各地区で懇談会 を開催し、兵

庫県建築士会へ リテー ジ特別委員会を事務局とする県下ネ ッ トワー

クに加 えて、地区世話人を核とする地域ネ ッ トワークの桝築に着手。

同年 6 月、第 l 回へリテージマネージャー大会を 開催、同日 「ひ ょ

うどへリテージ・ニ ュース」 剣J ' IJ 号刊を発行。あわせて県教育委員

会 と連携して近代化遺産総合調査のス ター トを切 った。

2∞4年 1 月第 3 期講習会 を終え、受講者は合計 100名を超えた。

l ヘリテージーマネージ‘ ャー養成講習会

法

令

コ

ー

ナ

ー

建築士を対象とした養成講習会は、カリキ ュラム が文化財か らま

ちづくりに至る包括的で魅力的なこともあ って 、毎固定員の約 3f脅

の申し込みがあり人気の高さを誇っ ているが、 2006年度の第 5 )1J j誠

習会でいったん収束させる 予定である 。その後は、 一般の人や学生

を対象とした講習会を行う方向で県教育委員会と 調援している 。

へ リテー ジマネージャーとなったー建築士も設言|者、 施工者、大工、

ｾ具職人、行政関係者と多 ＱＱ 皮に波 ってお り、これに 一 般の人や 学 生

を加 えることができれば、さらに総合力が強化 される 。へ リテー ジ

マネージャーの真fiU i が発揮されるのはこれか らである 。

しん 兵庫県芸術文化セ ンター整備諜勤務)

l ヘリテージマネージャーの今後

へリテージマネージャーの活動のステージとして、次の 3つの局

而を想定している 。

( 1 ) 発見一地域の資産台帳の作成

- 日常における歴史文化治産の発見活動

- 近代化辿産総合調査( 県教育委員会と 連携して実施中)

.  rl11lfJ が実施する各種調査への協力

( 2 ) 保存一文化財に登録

l へリテージ'マネージ‘ ャーの活動

( さわだ

※ ｬ 兵庫県文 化財保 護審議会総議ｦｪｊ， ｾｲＮ［ｭ 社会における ｬ 蕊 史文化遺産 の 活 ＱＱＱ 方策

について J (2∞0年10f l 12日)

※ 2  i高度なリカレ ント学習システムに閲する湖有研究~兵! 司lV;t へリテージマネ

ージャー縫成講習会尖Jil!!報告;' U (2003
1
1'- 3  1' 1) 、A 4 1'句札l

※ 32初0∞0ω3年6r月l 指印糾lリ)'1'1卜F号ま、同年11月第 2 号、 200'1" 1' 3 月W， 3号。兵庫県建築士会会

報 「つど L、J に挟み込んで会只に配布。

雄築と社会 ・2004.426 



分 煙~新千歳空港ホールデインク‘ルーム内喫燭鍛~

343 
設備の頁

??I 
大 浦 博

ミドリ安全工ア クオリティ側取締役営業部長

l 現在の分煙に関する蛤欄向

平成15年 5 月に健康増進法が施行された。 この第25条では、多数

の者が利用する }j 包設を管理するものは、これらを利用する者につい

て、受動喫煙を|如上するために必要な処置を訴ずるよう努めなけれ

ばならない、と規定されている 。また、同年 4 FI30日には厚生労働

省健康局長通知 「受動喫煙防止対策についてj が発表さ れ、上記25

条の対象となる施設が示された 。 航空旅客ターミナルも、その Ｑ ｪ ￍｬｩ ｆｲｾ

のーっとさ れている 。

とれまでの公共の場所等のオープンスペースで使用されている分

煙機は、離れた位置で喫煙する人が多いため、その効果に不満が残

るケースがあ った。

設

備

の

頁

お容綴のごJ l l i 解を得て、新千歳空港ホールデ

イングルームにおいて本システムの設計と機探

開発がH'，来たことを 、この場をお借りして感謝

申 し上げる 。お蔭で、「旅客の皆様方からも大

変好評」 とのお言梨ーを頂戴している 。読者の皆

様も機会があれば、ぜひ一度見て頂ければと願

ってい る。

. 喫煙エリア目標設計仕様値

H寺間平均浮遊粉塵波度 : 0.15mg/ m'  

一酸化炭素泌度 : lOppm以下

ｾ ｉ ， 喫煙場所から喫煙場所へ向かう気流の確保 Ｚ 風速を Ｐ ＮＲ ｭ Ｏ ｳ･｣Ｎ 以

上とする

・特徴 (図 1 )  

天井まで悩l仕切りで喫煙エリアを囲い、空前の吸い込みチャンパ

ー内に設置された分煙l機から吹き 出される空気を利用 して天井付 近

で循環気流を形成させ、その気流にタバコの煙が誘引 されることに

より、煙を拡散させずに効率よく分燥機に吸い込ませて集陸する 。

①床から天井までの間仕切り( ガラスパーティション) で囲うこ

とにより、外乱気流の影響によるタバコの煙の漏れを防ぐ。また、

喫煙エリアと非喫煙エリアが明陥になる。

②誘引気流フラッフ。に沿って流れる気流に、タバコの煙が効果的

に誘引 されるため、煙を拡散させずにすばやく |喫煙エリア 内の空気

をきれいにする 。なお、ガスは空調システムで換気さ れる。

l)I.奥煙エリアの出入り 口は利用者のID)J線を妨げない開放型として

いるが、屋外への排気に より喫煙エリア 内には

常に空気が入 ってくる 。この気流の効果により、

煙ゃにおいが喫煙エリア外へ漏れな l 、。

ｄ ｾ 雌エリアのフロアーがオープンス ペ ース

となるので、 開放的に使 える 。

聞誘引気流分煙システム

設置日 : 平成15年10月一平成15年12月

設置箇所 : 5 カ所 ( H R I - H R 5)

喫煙人数 47- ω 名

電気集臨機 : 1¥1 K  C  - 40 A  S  X  6台/ 1喫煙エリア

排気風屯 : 10，αXl C 1¥1 H/ l l喫煙エ リア

予測I1飽和] 泌度計算値 (60名同時 ・述統喫煙H寺) : 粉雌泌度O. l mg/ m'

& 一酸化炭素泌度 4 ppm以下

・開発 目標一大目標 : 受動喫煙防止ー

個別 目標は以下の通りである 。

( 1) 非喫煙者への配慮

① 機能 Ｚ 煙、においが ｾ ｉ ， Ｇ喫 煙者エリアへ漏れない

②感覚

- 安心感、見た目でも安心できる施設とする( 受動l喫煙の心配が感

じられな L、施設)

.  y商法J! 感、喫煙エリア 内がきれい

(  2) 喫煙者への配慮、

①機能 . 喫煙エリア内部の清浄度を上げる

①感覚 '

- 居心地のよい空間

- 疎外感の排除 ( 間仕切りを透明のガラス パー ティシ ョン とする)

l 軒 髄 港 に 設 け5れた既断システム

l 導入後の評価

27 

ひろし)

建援と社会 ・2004.4

( おおうら

誘引気流フラップに沿って流れる

気流にタバコの煙が誘引されるた

め、爆を拡散させずにすばやく工

リロ リア内の空気をきれいにする

③ i誘引気流フラ y プ

誘ヨ l気流フラ y プにより、 m気lli じん機のl供出風を1倣

込口方向に l吹き 出 し、天;) 1付近で11Ml 気i戒を つくる 。

ζ のl吹山風の1H市川日気流の誘引 :VJWでタバコの般を効率

よく I! 且ヲ |する 。

@ f1lS<U品じん機

ｦＱｬ気ｾじん機で ｬ 吸引した煙を除じんする 。

誘引気流分煙システム
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[お知 らせ]

東山魁夷展- ひとすじの道一

{ フレデリク域を望む} 1鉛 3年

東山魁夷 (1908- 1999) の総合的な回顧展が、東山が

15年間を過ごした神戸で開雀される。

会 期 2004年4月3 日 (土)- 5月23日 ( 日)

前期 (- 4 月25 日) と後期 ( 4 月27日 - ) で

16作品を入れ替え

10 :  00 - 18 ・00、金 ・土曜は20 ・00まで

毎週月曜日休館 ( 5/ 3 開館、 5 / 6休館)

会場兵庫県立美術館 TEL078- 262- 0901 

神戸市中央区脇浜海岸通1 - 1 -1

観覧料一般1，400円、大高生900円、中小生500円

作品初期の自画像、 {凪) (残照) (道) ( 山雲}

{濡声) (揚州薫風} など約90点

主催者の日本経済新聞社より招待券10枚が届いており、

希望者は日本建築協会 (TEL 06- 6348- 0635) へ。

「三つの貌- 狭山池を守った家- J

大阪狭山市の狭山池の池守を江戸時代か ら務めてきた田

中家に伝わる「池守田中家文書J (総数13，000点以上)

を、大阪府立狭山池博物館で展示中。入館無料。

今回は「池守田中家文書J のうち、藩士・村役人でもあ

った田中家に伝わる文書や絵図を出品している。

会期 2004年3 月20日 (土)- 5月9 日 ( 日)

10:  00- 17:  0。

月曜日休館 (祝休日の場合は翌日休館)

会場大阪府立狭山池博物館 1階特別展示室

大阪狭山市池尻中 2丁目 TEL 072-367- 8891 

南海高野線「大阪狭山市j 駅、西へ徒歩10分

難波田史男展

ｾん

74年 1 月、瀬戸内海でフェリーより転落、溺死した難

ぽ た

波田史男が32年の生涯に残した2，000余点の作品の中か

ら、水彩画約120点による没後30年回顧展を開催中。

会 期 2004年4 月10日 (土)- 5月16日 ( 日)

平日 10 : 00- 19 :  00、土日祝10: 00- 18:  00 

毎週月曜日休館 ( 5/ 3 開館、 5 / 6休館)

会場東京ステーションギャラリー

J R東京駅・丸の内中央口下車・赤煉瓦駅舎内

入場料一般800円、大高生600円、中小生400円

28 姐績と社会 . 2004.4
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n f o r ma t i o n  

「心の書慈雲尊者J 開催

じうんそんじ，

2004年は、大阪出身の高僧 ・慈雲尊者の没後200年。

おんさ

二百年遠忌記念として大阪市立美術館では、墨跡を中心

に尊者の遺徳と芸術を顕彰する展示会を開催する。

し，うぼうりつ

慈雲尊者 (1718- 1804) は正法律( 仏道の原点への回

帰) を提唱し、大阪商人の共感を呼んだ。また書にも優

れ、高い精神があふれ出た名作を遣している。

本展では漢字の大字作品、小字の和歌、焚字、草稿・扇

額 ・石刻など、その書法の多様な姿を取り上げる。

会期 2004年4月20日 (火)- 5月30日 (日)

阪急歴史街道フィールドセミナー

セミナ- r19世紀 ・幕末開港場の近代建築をかたる J

は、幕末開港場柑浜、長崎、神戸、函館ーの過去、現

在、未来を観察し 、さらなる都市文化・異国情緒の楽し

み方を共有しようというもの。講演は、ス ライドフィル

ムを駆使しながら進められる予定。

議 師 坂 本 勝 比 古 (神戸芸術工科大学名誉教慢)

日 時 2004年 4 月17日 (土) 13 : 00 - 16: 00

会場神戸市立博物館講義室 (81)

阪急 ・阪神 ・J R r三宮j 駅から南西へ10分

休館日 4/ 26、5 / 6 、5/ 10、5/ 17、5/ 24 定 員 120人 (定員になり次第締め切り )

9  :  30- 17:  00 

会場 大阪市立美術館 (天王寺公圏内) ｾ Ｎ＠
大阪市天王寺区茶臼山町1-82

料 金 一 般1，000円、高大生800円、

中学生以下無料

展示 「双龍庵巌上坐禅{ 象j

「頭々 上門著々 上妙j

Lしffー¥ノ

「達磨図J ほか

- 講演会 (無料、ただし観覧料要)

① 「慈雲尊者の人と教えj

2004年 5 月8 日 (土)

達磨図 自賛

頼宮本宏 (l重智院大学学長)

② 「慈雲尊者の害についてJ 2004年 5 月15日 (土)

三浦康成 (新潟大学名誉教綬)

会場大阪市立美術館 1階講演会室

時間 13:  30- 15:  00 

定員 各国120名 (当日先着順。13 : 00から受付)

上記展覧会の招待券があるので、希望者は日本建築協会

(TEL 06- 6348- 0635) へ。

工ンプティ・ガーデン展 E

ワタリウム美術館は、「ガーデンj という題材をキーワ

ードに、海外から来日する現代アーテイス卜の新作と、

遊行僧 ・円空 (1632- 1695) の木彫仏を紹介する。

会期 2004年 4 月23日 (金)- 9月5 日 ( 日)

月曜日休館 ( 5 / 3 、7/ 19は開館)

11 :  00- 19 :  00 (毎週水曜日は21 :  00まで)

会場ワタリウム美術館 TEL 03-3402-3001 

東京都渋谷区神宮前3-7-6

入館大人1，000円、学生. 800円

・円空 ( 日本) 一秋葉大権現、善財童子、不動明王、聖

観音菩薩、善財童子の 5体の木彫仏

・シュタイナー& レンツリンガ

ー ( スイス ) ー共同制作による

庭「ウエール ・ハランスJ

・イアン ・ケア ( イギリス ) ー

建築模型、水彩・素描等を組み

合わせたインスｾレーション

・クー・ジュンガ ( フランス )

円空「善財童子j ーソウル生まれ。テ マは静寂

参加費 2，500円 (1事物館入館料等を含む)

申込先阪急電鉄側創遊統括室フ ィールドセミナー「モ

ダン建築再晃・ 4/17 レクチャーJ 係

〒530- 8389 大阪市北区芝田1-16・1

TEL  06- 6373- 5327 FAX 06- 6373- 5329 

ハガキかFAXに所要事項を明記し、上記へ申し込む。

京都CDLの春季リーグ開催

発足から 4 年目を迎えた京都C DLの第 4 回春季リーグ

は、池坊短期大学、京都大学、京都市立芸術大学、京都

工芸繊維大学、京都嵯餓芸術大学、京都女子大学、京都

精華大学、京都造形芸術大学、京都府立大学、京都文教

短期大学、滋賀県立大学、平安女学院短期大学、立命館

大学、龍谷大学が参加して開かれる。

会 場 ひ と ・まち交流館京都 TEL 075- 354- 8711 

京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町83・1

京阪電車「五条」下車、徒歩 8分

地下鉄烏丸線「五条J 下車、徒歩10分

日 時 ・4 月24日 (土) 9 ・30- 17 : 00 

ワークショ ップ「ミ テキデY クッテj ー京都

地区型住宅即日設計競技ー調査+ 設計

・4 月25日 ( 日) 13 ・00- 17: 00 

シンポジウム+ ワークショ ップ「ミテキテツク

ッテJ = 公開審査+ 表彰

参加賀無料。問い合わせは、京都C DL事務局 (京都大

学布野研究室、 TEL/ FAX075-753- 5776) へ。

公共建築設計コンクールの結果

「ふれあいゲ ッ卜! みんなのやすらぎ集会所~大阪府営

苅田北住宅集会所- J をテーマとする第13回「大阪府

公共建築設計コンクールJ は、 2 月の審査委員会 (委員

長: 小島孜 ・近餓大学教綬) を終えて、応募作品341点

の中から 9点の入賞作品を選んだ。

このコンクールは 、大阪府が建てる小規模な公共施設の

基本アイデアを、大阪府下の工業高等学校生、専修学校

生から募集するもので、最優秀作品質についてはその提

案を生かして、部世で実際に建てる予定。

第13回の最優秀作品質は、修成建設専門学校 2 年 ・川

島真介さんの rFlying hil lJ 。

入賞作品は、http: //www. pref . osaka. j p/で公開中。



第 5 回「人間サイズのまちづくり賞j 受賞者決定

兵庫県では 、「まちづくり基本条例」に基づき 、平成 件の応募があ った。「人間サイズのまちづくり 賞審査

11 年度から「人間サイズのまちづくり 賞J として 、 委員会J (委員長 : 秦天義久神戸大学名誉教授) の審査

- 日本建築協会会員の動き

土屋書満さん、 文化庁長官

表彰を受ける

建築空間をアート環境、芸術空間に一変させる光の芸術

「スマ ・ブライト ・アート」。光で描く絵画技法の「ブリ

リア ン ・イマー ジュアー トj 。そし て現実の空間に映像

を浮上・ 浮遊させる 「コスモアートj。

これら の新し い技法を誕生さ せ、 都市空間、建築空間に

散りばめて35年、土屋誇満 (スマブライ トアー ト研究

所主宰) さんは平成15年度文化庁長官表彰を受けて 、

昨年12月3 日に東京如水会館「松風の間J で行われた

安全 ・安心 ・魅力あるまちづくりに寄与した優れた建 を経て 、そのうち合計19件を第 5 回「人間サイズの 表彰式に臨んだ。

築物や、顕著な功績のあ ったまちづくり活動団体など まちづくり 賞j として 、平成16年 1 月22日に表彰し た。 文化庁長官表彰は、文化活動に優れた成果を発揮し 、文

を顕彰している。 詳細は、下記の兵庫県庁ホームページへ。 化の振興に貢献 した人々を対象にしたもの。この表彰を

平成15年は 7 月31 日まで募集を行い 、4 部門計242 http://we b2.prel .hyogo. j p/press.  nsl 新たな出発点として 、「光の芸術を世界の都市空間 ・建

築空間に実現していきたいj と、生涯青春を4製革する土

屋さんは心を燃やす。

部門 案件名 設計 者 施工 者

ま 神戸新開地商底街 LANDTRACE、明石晶尊工 ili 研川重車両ァヲノ側、世帯北海

ち rBIG MA NJ  究室 製作所

な

西宮マリナパーヲ シァィ
み

港のま ち ハーパ-) ' ヴェ lJ 水ハウス側、側坂窟建築研究所
lJ 水ハウス側

鹿島建段綿i

景観

ーユー

伊丹市立伊丹郷町館 側坂歯建築研究所 側東閲組

加古川市立別府西小学校 ，由湾総合計画世帯 鹿島建設附

大筑紫の丘斎場 (太子町) 側遠藤秀平建築研究所 清水建設側

規山崎町生涯学習セン空ー

伺藤田宜紀建築段計事務所

上林漣設側、

学遊館 ｾＪ 神名工 務庖

建
模 篠山市立中央図書館 側山下設計

フジヲ・ 但南特別

築 共同企業体

滝野のアトリ工 側森下建築i j ; 研 前川建築側

高生野まちづく は 房

ヴェネ ッウス一級建築士事務所 世帯田中工務庖

模 井筒屋

播磨屋本底 朝来山荘 側 竹中 工 務ｾ 側竹中工務庖

タイヤ壬 ンドシァィ ァラ

附大林組

大林・東急飛島銭晶 ・

ス(伊丹市) 奥村共同企業体

ふれあい長谷 (佐用町) 魚崎建築位計事務所 阿山建設側

Ｑ ｾ＠
とがやま混天女の湯( 八鹿

キ宮イ設言明柑 但南建設側

祉

町)

協同組合和田山 駅前 ビル
福井建役閥 福井建設附

(和田山町)

篠山市障害者総合支援セン

側アーキノウーァ設計工房

側熊谷組、 中井工務底 ・森

ター スマイ ルさ さやま 回工務底経常建設企業体

ま 夢野公園管理会 (神戸市兵庫区)

ち

づ 甲子園口地区まちづ くり 協論会 (西宮市)

〈

雲雀丘山手地区計画等推進委員会耳び雲雀丘まちづく り検討委員会 ( 宝塚市)

動活
養田ま ちづ くり委員会 (加古川市)

I

l

-

-

咽

1

社

て

と

J
v

a

，

m瑚

滝野の7 トリ工 生野まちづ くり工房井筒屋 播磨屋本l苫朝来山荘

鴎議自

加古川市立別府西小学校

.  . 進 . 新刊紹介

『建築構造用語事典』発刊

.  (u) 日本建築構造技術

者協会関西支部建築構

造用語事典編集委員会

(委員長: 岡本達雄/

竹中工務庖勤務) 編著

・発行所 側室築技術

・A 5半1) 256p 

・本{本3，200円+ 税

・よく使われる建築用

語108 を選ぴ、1 つの

山崎町生涯学習セン聖一学遊館 用語を 3人の実務者が

筑紫の丘斎場

篠山市立中央図書館

第5回 「人間サイズの

まちづく り賞J 受賞

建築部門

全米林産物製紙協会 (Amer i c an For est  &  Paper  今井篤記念体育館一坂茂建築設計

Associ at i on) は、アメリカの木材を活用した日本の ・Amer i can Wo o d  Desi gn 01 t he Year  

木造建築を表彰するデザイン賞 rAmer i c an Wo o d  今福の家一回頭健司建築研究所

Desi gn A wards  2004J を開催し 、応募総数114作品 .  Honor  Awar ds  

の中から 、住宅・非住宅あわせて 10作品の受賞を決 王子木材工業本社ビルー森清敏+川村奈津子/ MD S

定した。審査員は建築家の隈研吾、藤森照f言、口バ一 一級建築士事務所

卜・ハル、精造家の中国捷夫の 4氏。

受賞作品の決定を受けて 、今年 4 月14日 (水) - 4 月

25日 ( 日) 11 : 00- 19 : 00、東京 ・代官山のヒルサ

イドフォーラムを会場に ( AWDA2 0 0 4受賞作品展〕

が開催される。入場無料0

・A WDA 2 0 0 4受賞作品・ 受賞者

.  Amer i can Wo o d  Desi gn 01 t he Year  

f尭; 章の陶芸小屋/ XXXX Hous e - Mount Fuji Archi tects 

St udi o/ 原田真宏+ 原田麻魚

Toy Box' ー谷口遵/ 建築テ2サP イン工房一級建築士事務所

B/! M (締町立米席幼稚園} ー遠藤秀平/ 遠藤秀平建築研究所

長浦の家服部信康建築設計事務所

黒い家一菅匡史/ 菅匡史建築研究所

大林組木曽駒高原山の家一大林中: v 大西宏治

解説するユニーク な事典。活断層、クリープ、集成材、

ひび割れ、不同沈下、マグニチュード、ラーメン等々ふ

だん目にする言葉から P S検層、p- o効果、四号建物、

ロッキング ・スウ ェイなど構造技術者の聞で行き交う言

葉まで、難しい数式を使わすやさしく解説している。一

つの用語をめぐ って三人三様の解説もまた一興か?

解説の閑に挟まれた見開きのコラム欄は 10話。ちょ っ

と 休みと いうこのコ ーナー に掲載された URL を頼り

に、ホームページでさらに話題を深追いしてしまう 。

本書は、建築に興昧のある人から建築の専門家まで、幅

広い読者を対象に、今年 1月末に刊行された。

Ameri can Wood Desi gn Awards 2004受賞作品と受賞作晶展

[ 住宅部門愚優秀賞] 今福の家 設計/ 田頭健司建築研究所

写真Ｇ杉 ｾ ｲ 圭

• Speci al  J ury Awar d 

工コ・キュー7#02: 81GTモー古後信二/ アトリ工 ・ラッツ
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理事会

第 8 回常任理事会

2 月25日 (水) 15:  00- 16 ・30

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 8 名

議 事 ( 1 ) 平成15年度収支12月までの執行状況

( 2  ) 平成16年度事業計函案、収支予算案

( 3  ) 後援、協賛名義の使用

( 4  ) 評議員定数の見直し

役員会

第15回正副会長会議

2 月25日 (水) 16:  30- 17 :  30 

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1 ) 建築協会の今後の運営方針

( 2  ) 平成16年度会員確保

常設委員長会議

常設委員会合同委員長会議

2 月10日 ( 月) 18:  30- 20 :  50 

出 席 者 上 原 ・ 片 倉 ・川村 ・設楽各委員長

議 事 各 常 設 委 員 会 の 運 営

編集委員会

第11回編集委員会

2 月18日 (水) 18 :  00- 21 :  40 

出 席 者 設 楽 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1 ) 3 月号「東海支部j 特集報告

( 2 )  4 月号 「省 リスクな 『まち再生J J 特集報告

( 3 )  5 月号 f リニューアルの技j 特集報告

( 4 )  6 月号「地域住民主体のまちづくりと支援

制度j 特集報告

( 5  ) 作品作風、広告企函、シリーズ頁等の報告

( 6  ) 収支状況報告

( 7 ) 委員会の自主運営への移行

( 8  ) 読者と選ぷ「建築と社会j 賞第 1 次選考

第 9 回計画分科会ー建築系ー

2 月20日 (金) 18:  30- 21  :  00 

出 席 者 桜 井 幹 事 ほ か 4 名

議 事 9 月号特集企画

第 3 回計画分科会ーインテリア・住宅系ー

2 月13日 (金) 18:  30- 20 :  15 

出 席 者 高 野 幹 事 ほ か 1 名

議 事 7 月号特集企画

第 4 回計画分科会ーインテリア ・住宅系

2 月23日 ( 月) 18:  30- 20 :  30 

出 席 者 加 藤 力 委 員 ほ か 4 名

議 事 7 月号特集企画

第11回構造分科会

2 月6 日 (金) 18:  00- 20 :  00 

出 席 者 団 測 幹 事 ほ か 6 名

議 事 ( 1 ) 備造分科会の体制

( 2 )  i構造の頁j の企画

( 3 )  10月号構造特集の企画

第 8 回設備分科会

30  温築と社会 ・2004.4

月間の動き

2 月4 日 (水) 18:  00- 19  :  45 

出 席 者 梶 井 幹 事 ほ か 1 名

(  1)  i設備の頁J の企画

( 2 )  i研究最前線を追う J の報告

( 3 )  8 月号設備特集の企画

第 8 回施工材料分科会

2 月26日 (木) 17:  00- 18 :  15 

出 席 者 平 野 幹 事 ほ か 2名

議 事 5 月号特集最終確認と広告収集について

第 11 団法令分科会

2 月9 日 ( 月) 14:  00- 15 ・00

出 席 者 鶴 田 幹 事 ほ か 3名

議 事 ( 1) 新年度法令分科会の体制

( 2 )  6 月号法令特集の企画

第11回作品作風小委員会

2 月26日 (木) 19 :  00- 20 :  30 

出 席 者 赤 木 委 員 ほ か 6名

議 事 ( 1 ) 作品の選定

( 2  ) 作品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(  3 )  i  gallery J 掲載報告 ・予定

( 4  ) 前回の編集委員会の報告

第 11 回広告企画小委員会

2 月18日 (水) 17:  00- 18 :  00 

出 席 者 斉 緩 委 員 ほ か 4 名

議 事 ( 1) 2 月号「都市緑化J 特集実施報告

( 2 )  3 月号以降の特集企画について

(  3  ) 収支状況報告

事業委員会

事業委員会小委員会副委員長会議

2 月24日 (火) 18:  30- 20 :  00 

出 席 者 川 村 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 ( 1) 平成15年度収支状況

( 2  ) 平成16年度委員会運営

見学会

国立国際美術館見学会

2 月 3 日 (火) 14:  00- 16 :  15  参加者 48名

出版委員会

第10回出版委員会

2 月19日 (木) 18: 00- 19: 00 

出 席 者 上 原 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 ( 1) < プロのノウハウ > と特装本の経過報告

( 2  ) 今後のテーマと執筆者選定

(  3 )  i委員アンケー卜 J の報告および検討

第20固「建築施工図の作図方法とチェ ックポイント j 小

委員会 (仮称)

2 月24日 (火) 18: 00- 19: 30 

出席者 田中主査ほか 5名

議 事 「建築施工図の作図方法とチェ ッヲポイントに

関して」事例報告 、今後の作業予定

建材委員会

第 5 回建材委員会

{平成16年 2 月分}

2 月18日 (水) 16:  00- 17 ・30

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1 ) 材料検討会

( 2  ) 今後の検討材料

近代建築を学ぶ会

「近代建築を学ぶ会 (仮称) J 打合会 ( ワーキング )

2 月 2 日 ( 月) 18:  00- 20 :  30 

出 席 者 松 隈 委 員 ほ か 3 名

議 事 「近代建築を学ぷ会 (仮称) J の企画について

「近代建築を学ぷ会 (仮称) J 第 5 回準備委員会

2 月20日 (金) 18:  00- 20 :  15 

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 8 名

殺 事 「近代建築を学ぶ会 (仮称) J の企画について

日本建築協会賞選考委員会

第 2 回日本建築協会賞選考委員会

2 月12日 (木) 15 :  00- 17 :  00 

出 席 者 金 多 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 第 6 回日本建築協会賞応募審査

第 3 回日本建築協会賞選考委員会

2 月24日 (火) 10: 00- 12 : 00 

出 席 者 金 多 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 第 6 回日本建築協会賞応募審査

建築クラブ

第377回建築クラブ朝食会

2 月10日 (火) 8  :  30- 10 :  00 参加者 25名

演 題 世 界 と 日本の大工道具

講 師 赤 尾 建 蔵 氏 (腕竹中大工道具館館長)

入 会 者(敬称略)

〔個人会員〕

今 湾 民 雄 今 西 邦 夫

(竹中工務直筏術研究所) (今酉組)

丹 羽 教 純 吉 野 俊 一

{宣弁遁第股計事務所) ( フジタ)

. 会員のE卜報

徳永 勇 雄 (平成15年10月! 日 ご逝去}

高橋 慶 夫 (平成15年12月6 日ご逝去)

大村 次 (平成同年2 月3 日ご逝去)

伯者 紳 (平成1昨 日 4 日ご逝去}

前 久 夫 (平臨時 2 月舘自 ご逝去}

口訂正とおわび

杉 田 朋 哉

(東京大学}

・本誌 2 月号「都市緑化j 特集の「緑化が都市環境にもたらすも

のJ (屋 祢 下 亮) に、一部分誤りがありま した。

o  P21の図10、図11のキャプションの訂正

図10 地上20mにおける気温差 (case1-case2)

図11 鉛直断面の気温差 (case2ーcase1)

oP21の本文右段の訂正

上から 5行目「また 、高さ 20ml こおける気温差 : case 1  - case2を

図10に示すJ

上から 11 行目 f計画地内の代表的な鉛直断面での気温差:

case2-case1を算出 した (図11)J

・本誌 3 月号「東海支部j 特集中「特別養護老人ホーム高坂苑増

築J (P19) に、下記の誤りがありました。

( 鼠) 施 工 飛 鳥 建 段

(正) 施 工 飛 島 建 設

関係各位にご迷惑をおかけ しましたことをおわび申し上げます。



よ り 快 適 な 水 環 境 を め ざ し て

給排水衛生設備. 冷暖房設備 . 消火設備の設計 施工

空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施工)

，N" 額面瞭衛生工業而大阪本庖

組朝日工業社
干 ＵＳ 卜 ∞ Ｗ Ｑ 大阪市北区 中 ｩ ｾ ｴＯ ， ｔｮＸ 俳 Ｔ ｾｾ＠

T E L  06- 6458・3628 (代表)

干 Ｑ ＰＸ ∞ ＲＳ 東京都港区芝浦 三丁 ｲｬ ＶＭＯ 昨 Ｑ Ｘ Ｍ ｾ ｪﾭ
T E L  03・3452- 744 1 (f t )  

札 幌 東 北 ・新潟 ・点関東 ・械 浜 名 古 屍 ・九州

大阪本J ，I j

+上ノド
!lt J;¥ r.l 1港区浜松田T1- 25- 7 屯，，(，03 ( 3432)  5711 

大阪市淀川区IJII r.:) 1- 58- 59 'i G: ，，{o06 ( 6302)  2270  

北海道Ｏ 東 北Ｏ北 ｉ 拘束Ｏ 械 浜Ｏ名市ｉＮｾＯ 中 国Ｏ九州

本初・本1; !i

大 阪 支 社

支 庖
r.5 支

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

・mヲイヲシ械式会社
本車大匝志社 〒550 0002 大阪市西区江戸臓 l丁目9昏25号 泣品 (06)&141.8231

東京本社 〒 102 0071 m京邸千代田区富士見 2丁目 15番 10号 電 話 (03)3261 8231 

支 社 名古屋 ・福岡

主 庖 札幌 ・仙台 ・新 潟 大 宮 千 繋 ・横浜ー金沢 . jji lJll . 神戸 ・天理 ・間山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 損 所 帯広・函館l ' 1 森政問 ・銭岡 ・"可橋・ 長野静附 ・豊田 . ｲ ｾ ・ ｲＮｬＧ ｬｬｊ ・
筒井 ・徳山 ・松山 ・陥知 ・北九州 ・鹿児島 ・那Wi

出 張 所 細川 ・福島 ・川崎 ・松江 ー徳島 ・下関 ・長崎大分 ・宮崎

海外 支底 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 干354 0044 地ぷ県入間部三万町大字北k 井390岳地電話 (0492)58 1511 

人かいる多彩なフィールドで、

新しい限界に挑戦していますa

社
A

S

A

 

C H OY O 

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式

吃表取締役 山 本 貴 士

干 5 3 0- 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2- 4 ( 朝 日ピル)

T E L  0 6( 6 38 5)  1  3 6 1  ( 代) F AX  0 6(6 3 8 5 )  1  0 5 0  

キ土本

常務取締役支社長

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

高 橋 幸 久

大阪市中央区必麗f ，s 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 ( 6202) 0325- 91昏

+  社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

干上 北街道 ・ 東北 ・ 丸ノ内 ・ 祈宿 ・ 神奈川 ・ 東関東 ・ ｾｴ 関東 ・ 中部 ・ 九州

社
ム一

A

i X '¥ 産 業 設 備

1 /言、l 水 処 理 施 設

マーーヲ 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 宅 il'f 光

常務取締役| 則 l崎支l町長 本 木 ぷj

kPi，陥J l ¥1K宮原3- 4-30 ニッ七イ 1欣阪ピル 電話 06 (6350)  8 100 

東京r . /S千代以11豆イI栄 町 1 - 4 - 1 電J孟 03(3502) 6103

北海 ｊￚ 京北 ｬ ｾ ｬＡｉ Ｈ千葉 ・繍 浜 Ｎ ｾｴ 陀 ・ 包古屋 ・ 京都 ・ 神戸 ・ 問問 ・ 中国 ・ 九州

空 気 調 和 設備

給 排 水 設 備

電 気 設 備

支

関 西 支 庖

社

底支

電 気 設 備 設 計 施 工

締 it 金 員 三 興 む

上 田 正 雄

。
空 気 調 和 ・衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。株式会社三晃空調
代 表 取 締 役社 長

大 阪 市北区笠: ぬ浜 1 - 4- 19  ( IJ 土 地 堂向ピル)

'rll 訴 0 6 ( 6 4 4 2 )  3 6 7 1  (代)

* 点目日 中 火 区 円 本 絹 茅 場 開f 2 了 11 17 需 3 サ

'OIl ，ii 0 3  ( 3 6 6 6 )  1 4 7 8  (代)

堺 ｾｪｩ 州 ・ 泉南 ・ ｩｾ Ｑｾ＠

キ土

庖

本

支

大阪 rn ｾヒ以前天満 Ｓ 丁目 Ｑ Ｓｾ 件 ＲＰ 号 泣'"百06- 6363・167 1

京以都新約区阿新宿 新社l I U; ( ピル ';t1.ili03・3344- 79 11

大阪市北 i買阿天満3 1'目 13待20 号 1Li 古06・6363- 137 1

仙台検 Ｑ 民 Ｔ 丹市屋京，，ｾ .  ＯＱＱ Ｑ 戸 ・ Ａよ ｉＧＭｾ . 術開

本 社

点点本 j占

大阪本lii

文 j市

営業所

O K U J U  

自 箆E S愈容壱妥言島むた諒錨拶窃る

「大規模天井無足場工法j

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ き 賊 へ 繍 で 挑 む一 一 一

守 株 式 会 社 精 研

本 u

大阪市北区西天量5丁目3番7号 〒530 叩47

TEL(06)6312.4131  FAX(06)6312・7998

東京九州 ・繍浜南丸州 ー名古度上海

社 大阪市中央医瓦屋町 2丁目 11番目号( オートセンターピJレ1，2階)

干 542- 0066 fli 話 大 阪 (06) 6 7 6 8 - 5  0  3  1代表

t包括 大阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 ー 1 6  5  1代表

東京縮文京区小石川 l 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

干 112 0002 'I'tl話 (03) 5  6  8  9  2  3  5  1代表

メンテナンス

東 京 支 社

内外装創作パネルー システム天井間仕切

問 主 11 オクジュー

3 J  

) ; . 阪市西区西み町 l の13の33

TEL. 06- 6532 U  6  4  1  ( 代表)

FAX.06 6535 -5 181 

Pli 市丹波市祈町 4 9  

本
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デンカC S Aファミリー製品

-子ニ.I n C S A ( 膨張 |叩 和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

Ｍｔ ニ Ｎｉ ｮ Ｎ，ｾ ヨニ Ｎｉ Ｈ クラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安ニ ｊｮ 司 ｆ Ｚｴ，ー宇・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ品 一＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・雪ニ. I n E S(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安二. InI J OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄式株業産
白

木浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖
T E L 本社 ・京 都 ・緋Jtf ' ( 0 7  7  2  7 )  2  - 2  2  2  0  

舞在鳥 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

T E L 大阪 ( 06) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

Q

玄式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

T E L  滋賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大 阪 ( 06) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

Q

玄式株産物洋光

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  

Ｍ・・・ ｟ｬ 民 Ｚ ｬｗＱ ￟ｈｾ 回 ｅ 沼恒 荷主主 四国 Ｓ 邸主主】開 副 島彊咽圃圃圃圃圃

人と技術をクリエイティヴで結びます

， 

ケ日本テータネット株式会社

ggd 噛主義似臨

代表取締役社長 依 藤 孝 行

32 

青葉印刷株式会社

干534-0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Phα 時 ，06-6351・5428F凱0 6 - 6351・5299



「建築と社会」誌
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水にまつわるトラブルの事例・解決策

〈設備篇) r設備漏水J 編集委員会

入門 ・建築積算外壁構法チェックリスト

飯塚五郎蔵

水にまつわるトラブルの事例・解決策
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建築 ・都市 ・住宅 ・土木寸育報アクセスブック

菊岡倶也

日本建築協会創立70周年記念出版

住窃E代化への歩みと日本建劉窺会 1988年

企画 ・発行 日本建築協会本体価格1，500円

1987年

昭和生まれ 関西の建築家50

企画 ・発行: 日本建築協会 本体価格1，500同

日本建築協会創立75周年記念出版

工高生デザインコンクールお霊作晶集 l 抑 年

A 4 判 企 画 ・ 発 行 : 日 本 建 築 協 会 定 価2，000円

1997年

B 6 判 5分冊企画: 日本建築協会建築クラブ l セット10 ，000同( 消費税含む)

日本建築協会建築クラブ朝食会300回記念

話のはなし
講演記録集

民間( 旧四会) 連合協定
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日本建築協会創立80周年記念出版

建築を志す人びとへ

A 5 判 日本建築協会出版委員会編著本体価格1，800円

雑誌

A 4 判のみ取り扱い

工事請負契約書 ・仲裁合意書 ・契約書使用上の留意事項

1 部￥230 ( 消費税合) 送料実費


